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　10月30日㈰に、東予運動公園で第４回西条
市レクリエーション大会が開催されました。
　秋晴れの空の下、子どもからお年寄りまで
約10,000人が参加し、チャレラン、スポーツ
チャンバラなどたくさんのレクリエーション
スポーツを楽しみました。

はじめて見るスポーツも
　　　　　気軽にチャレンジ！

人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市
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▲環境にやさしい省エネ型の水素吸蔵合金（ＭＨ合金）ハイブリッド冷凍システム。

　

環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
な
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

注
目
を
集
め
る
「
水
素
」
。
水
素
は
「
水
」
と
い
う
形
で
ほ
ぼ

無
限
に
存
在
し
、
燃
焼
し
て
も
生
成
す
る
物
質
は
水
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
世
界
各
国
で
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
研
究
・
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
㈱
西
条
産
業
情
報
支
援

セ
ン
タ
ー
（
サ
イ
ク
ス
）
を
中
心
と
す
る
産
学
官
連
携
に
よ
っ

て
、
平
成
14
年
度
に
水
素
吸
蔵
合
金
（
Ｍ
Ｈ
合
金
）
に
よ
る
Ｍ

Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
冷
凍
シ
ス
テ
ム
の
研
究
・
開
発
が
実
現
し
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
特
有
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
核
と
し
た
地
域
経
済
活
性
化
・
新
産
業
創
出
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

外部食品研究所

食品総合研究所

}食文化
食品技術

プロパー
アウター

冷凍保存倉庫食品加工場

}商物流
設備インフラ 管理

流通センター
（産地集荷場）

ＭＨ冷凍機

販売先消費地消費者

一次産品
生産者

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

食文化情報

買上げ

高熱源インフラ
冷熱源インフラ

}
ゼロミッション
バイオマス
有機発酵肥料

廃棄物処理システム

ＭＨ（水素吸蔵合金）冷凍システムのしくみ
有効に再利用 ＭＨ冷凍機

発生した
メタンガスを
燃焼させる

　水素吸蔵合金（ＭＨ合金）の水素を放出
するときに吸熱するという性質を利用した
冷凍機。

炭化水素を圧
縮する機械。

　　　まずＭＨ１に熱を加えます。する
　　　とＭＨ２との圧力差で、ＭＨ１か
　　　らＭＨ２へ水素が移動します。
①

　　　ＭＨ２へ水素が移動したらＭＨ１
　　　を冷却します。すると圧力差で、
　　　今度はＭＨ２からＭＨ１へ水素が
　　　移動します。

②

工業
用水

メタン
発酵装置

圧力↑ 圧力→
Ｈ

水素を放出する
ので吸熱する。

水素を吸蔵する
ので発熱する。

圧力↓ 圧力→

水素を吸蔵する
ので発熱する。

水素を放出する
ので吸熱する。

廃
熱

①と②を繰り返して
冷やします

加熱
う
ち
ぬ
き
水
＆
工
業
用
水

冷却

冷却

炭化水素
冷凍機

冷却された圧縮済炭化水素

大容量の野菜などの冷蔵、
肉や魚の冷凍。

工　場

　

Ｍ
Ｈ
合
金
は
、
加
熱
す
る
と
水

素
を
放
出
し
て
熱
を
吸
収
し
、
冷

却
す
る
と
水
素
を
取
り
込
ん
で
発

熱
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
冷
凍
シ
ス

テ
ム
は
、
Ｍ
Ｈ
合
金
の
性
質
を
応

用
し
、
工
場
な
ど
か
ら
出
る
廃
熱

を
温
熱
源
、
西
条
の
豊
富
な
地
下

水
（
う
ち
ぬ
き
）
を
冷
熱
源
に
再

利
用
し
て
、
冷
凍
・
冷
蔵
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
14
年

３
月
に
経
済
産
業
省
か
ら
研
究
委

託
を
受
け
て
、
大
学
や
研
究
機
関

に
よ
る
協
力
の
も
と
、
サ
イ
ク
ス

と
地
元
企
業
が
開
発
を
進
め
た
も

の
で
す
。
同
年
12
月
に
は
、
実
証

プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
試
験
運
転
に
も

成
功
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
冷
凍
シ
ス

テ
ム
の
特
長
と
し
て
は
、
次
の
３

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
廃
熱
・
廃
ガ
ス
の
再
利
用

　

工
場
か
ら
出
る
廃
ガ
ス
や
メ
タ

ン
ガ
ス
を
燃
焼
さ
せ
る
と
発
生
す

る
廃
熱
な
ど
を
有
効
に
利
用
で
き

ま
す
。

●
フ
ロ
ン
を
一
切
使
わ
な
い

　

オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
原
因
で
あ
る

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
、
一
切
使
用
し
ま

せ
ん
。

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

　

石
油
な
ど
限
り
あ
る
資
源
を
使

う
の
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
無
限
に
あ

る
水
素
を
使
う
こ
と
で
、
使
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
従
来
の
冷
凍
機
の

約
30
％
に
節
減
で
き
ま
す
。

省
エ
ネ
＆
エ
コ
ロ
ジ
ー

Ｍ
Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
冷
凍
シ
ス
テ
ム
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市
で
は
、
Ｍ
Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

冷
凍
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
実
現

化
に
向
け
て
、
環
境
保
全
に
対
応

す
る
食
料
の
総
合
供
給
を
行
う
、

「
食
品
加
工
流
通
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

構
想
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
は
、
西
条
の
豊
富
な

農
水
産
物
を
背
景
に
、
Ｍ
Ｈ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
冷
凍
シ
ス
テ
ム
の
技
術

を
活
用
し
て
農
水
産
品
を
集
荷
・

加
工
・
貯
蔵
し
、
食
料
を
安
全
で

効
率
的
に
供
給
す
る
食
料
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
（
集
合
体
）
を
形
成
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

食
に
関
す
る
研
究
所
の
設
置
な
ど

に
よ
っ
て
、
農
水
産
業
・
食
品
製

造
業
な
ど
食
料
産
業
の
雇
用
増
加
、

西
条
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

産
業
振
興
と
一
次
産
業
の
活
性

化
を
図
る
こ
の
構
想
は
、
平
成
17

年
３
月
に
国
の
地
域
再
生
計
画
の

認
定
を
受
け
、
国
・
県
・
市
と
大

学
、
地
元
企
業
が
連
携
し
て
研
究

や
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
元
企
業
に
よ
る
新
事
業
へ
の

挑
戦
と
し
て
、
市
内
の
中
小
製
造

業
者
７
社
が
「
有
限
責
任
事
業
組

合
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
え

ひ
め
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｌ
Ｐ
は
経
済
産
業
省
が
新
た

に
導
入
し
た
事
業
組
織
形
態
で
、

そ
の
目
的
は
企
業
間
の
連
携
や
技

術
者
の
共
同
事
業
な
ど
を
振
興
し
、

新
産
業
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
え
ひ
め
で
は
、

Ｍ
Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
冷
凍
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型

冷
凍
機
な
ど
の
開
発
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
、
市
で
は
「
廃
熱
を
利

用
し
た
省
エ
ネ
型
事
業
モ
デ
ル
の

構
築
等
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
地

域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
で
は

市
内
で
の
廃
熱
な
ど
の
調
査
、
Ｍ

Ｈ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
冷
凍
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
事
業
化
の
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
に
併
せ
て
、
地
域
の
活

性
化
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
産
学
官
連
携
で
、
快
適

環
境
実
感
都
市
に
向
け
た
「
人
づ

く
り
」
「
し
く
み
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

食
品
加
工
流
通
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構

想
に
よ
る
西
条
ブ
ラ
ン
ド
確
立

地
元
企
業
の
挑
戦

Ｌ
Ｌ
Ｐ
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
え
ひ
め

西
条
市
の
今
後
の
取
り
組
み

水素による地域活性化講演会を
開催しました

　

　去る10月24日、ひうち会館で「水素」をテーマ
とした講演会を開催しました。
　講師には市の水素エネルギー活用に支援・助言
をいただいている、東海大学工学部・第２工学部
　　　　　　　　　　　学部長の内田裕久教授を
　　　　　　　　　　　招き「水素による地域活
　　　　　　　　　　　性化　―いま注目される
　　　　　　　　　　　愛媛県西条市の例―」と
　　　　　　　　　　　題した講演をいただきま
　　　　　　　　　　　したので、その概要を紹
　　　　　　　　　　　介いたします。

▼ヨーロッパの取り組みについて
　ヨーロッパでは環境負荷の軽減について、国民
レベルで積極的に取り組んでいます。具体的な先
進事例として、主に水素を燃料として利用するド
イツと、主に燃料以外の水素利用に注目したアイ
スランドなどが挙げられました。
　ドイツでは太陽電池
の電力で水を電気分解
し、発生した酸素を下
水処理に、同じく発生
した水素は燃料電池バ
スの燃料として活用し
ています。
　アイスランドでは豊
富な温泉熱と水資源を
水素と組み合わせて有
効利用する取り組みが
行われ、国会で「水素
国家宣言」を決議して
います。

▼ＭＨ冷凍機の有用性と波及効果
　　　　　　　　　　　　　　西条市で研究・開
　　　　　　　　　　　　　発されたＭＨ冷凍機
　　　　　　　　　　　　　は、従来型の冷凍機
　　　　　　　　　　　　　に比較すると消費電
　　　　　　　　　　　　　力は30％、二酸化炭
　　　　　　　　　　　　　素排出量も30％程度
と、超省エネ・低環境負荷型の冷凍機です。
　その有用性については「地域の特性を生かすこ
とで地元に利益をもたらし、持続的発展へつなが
る」とし、その取り組みについては北欧のノルウ
ェーやアイスランドでも大変注目されています。
　ＭＨ冷凍機の導入に伴う地域への波及効果とし
ては、主に次の３点があります。
〇氷温レベルの小型冷凍機開発をテーマとする、
　地元中小企業による新事業への挑戦。
〇氷温による貯蔵技術の研究・開発。
〇農水産業、食品産業等の食料産業の集積。

▼一般化されつつある水素エネルギー
　水素や水素吸蔵合金は、すでに一般的な生活で
利用される身近なものになりつつあります。具体
例としては、ビデオカメラやハイブリッドカーに
用いられるバッテリーの原料として、水素吸蔵合
金などが利用されています。

ドイツの水素ステーション

アイスランドの豊富な水資源

ＭＨ冷凍機

■ＭＨハイブリッド冷凍システムや食品加工流通コン
　ビナート構想などについては…
　産業情報支援センター内　商工振興課産業情報係
　　　　　　　　　　　　　　　　℡0897－53－0010
■地域省エネルギービジョンなど省エネルギー・新エ
　ネルギーなどの施策については…
　市庁舎本館４階　商工振興課商工振興係
　　　　　　　　　　　℡0897－56－5151　内線2547

お問い合わせ先
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財政状況

市税

科目
予算額（予算構成比）

■：収入済額（収入率） ■：支出済額（執行率）

用語解説用語解説
一般会計　福祉や土木、教
　育、消防など市の基本的
　な仕事をする会計
民生費　高齢者、障害者、
　児童の福祉や医療助成な
　ど安定した社会生活を保
　障するために使うお金
土木費　道路や河川、公園
　市営住宅などの整備や維
　持管理に使うお金
総務費　市庁舎の維持管理
　や戸籍、徴税、選挙、監
　査事務などに使うお金
公債費　借入金の返済に使
　うお金
教育費　幼稚園、小・中学
　校の整備、社会教育、保
　健体育などの教育全般に
　使うお金
衛生費　予防接種などの保
　健事業やごみの収集・処
　理など衛生的な生活環境
　を保つために使うお金

市税　市民税や固定資産税
　など市民の皆さんに納め
　ていただく税金
国庫支出金・県支出金　特
　定の事業を行うために国
　や県から交付される負担
　金や補助金など
地方交付税　市の財政状況
　に応じて国から交付され
　るお金
市債　特定の事業を行うた
　めに国などから借りるお
　金
繰越金　前年度から繰り越
　したお金
特別会計　特定の仕事をす
　る場合に、一般会計とは
　別に経理する会計
企業会計　企業経営という
　観点から独立して経理す
　る会計（西条市では、水
　道事業会計と病院事業会
　計が該当します）

科目
予算額（予算構成比）

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

諸収入

地方消費税交付金

繰越金

その他

支出済額合計：135億9,665万円（執行率：33.4％）収入済額合計：211億547万円（収入率：51.8％）

■：51億6,809万円（67.5％）

■：101億921万円 （70.7％）

■：９億960万円（17.9％）

■：０万円（0.0％）

■：２億7,350万円（8.1％）

■：３億3,180万円（22.2％）

■：５億5,952万円（51.8％）

■：22億3,849万円（251.2％）

■：15億1,526万円（43.5％）

■：38億4,768万円（31.4％）

■：７億9,146万円（14.9％）

■：25億3,313万円（49.3％）

■：６億7,374万円（18.6％）

■：17億9,263万円（44.0％）

■：13億3,015万円（41.6％） 

■：７億4,969万円（27.0％）

■：３億1,830万円（20.1％）

■：15億5,987万円（55.0％）

142億9,071万円（35.1％）

76億4,641万円（18.8％）

50億6,003万円（12.4％）

34億1,810万円 （8.4％）

33億3,968万円 （8.2％）

14億9,265万円 （3.7％）

10億8,000万円 （2.7％）

８億9,080万円 （2.2％）

34億7,552万円 （8.5％）

民生費

土木費

公債費

総務費

災害復旧費

教育費

衛生費

農林水産業費

その他

122億2,151万円（30.0％）

52億8,425万円（13.0％）

51億3,642万円（12.6％）

40億6,590万円（10.0％）

36億  300万円 （8.9％）

31億9,513万円 （7.9％）

27億7,295万円 （6.8％）

15億7,874万円 （3.9％）

28億3,600万円 （6.9％）

会計名
■特別会計予算執行状況

■一般会計予算執行状況　　予算額合計：406億9,390万円■

▼平成17年度の主な事業

▲古川団地２区整備事業 ▲堀越東線道路改良事業 ▲合併記念メインイベント開催事業 ▲次世代育成支援スポーツ事業

歳 入 歳 出

収入率 支出済額 執行率収入済額予算額
国民健康保険 33.6％ 46億4,763万円 42.4％36億8,921万円109億5,979万円

収益■水道事業会計

▼市有財産

▼市債現在高
会計区分 現債額
一般会計　① 465億9,358万円

介護保険 １億4,428万円

簡易水道事業 10億4,316万円
公共下水道事業 228億3,042万円
小規模下水道事業 １億8,768万円
ひうち地域振興整備事業 10億2,855万円
住宅新築資金等貸付事業 １億4,581万円

特別会計　計 253億7,990万円
合計　③＝①＋② 719億7,348万円
市民１人当たり 62万円

介護保険事業勘定 6,367万円
介護サービス事業勘定 8,061万円

土　地 34,484,877平方メートル
建　物 512,007平方メートル
基　金 68億8,884万円
有価証券 1,474万円
出資金 2,034万円
債　権 ４億3,007万円

人口：116,426人

平成17年９月30日現在

世帯数：46,101世帯
面積：509.04平方キロメートル

企業債の現在高当期純利益費用
３億8,141万円 56億6,252万円4,164万円３億3,977万円

収益■病院事業会計 企業債の現在高当期純損失費用
17億6,134万円 34億4,066万円１億3,159万円18億9,293万円

老人保健 37.3％ 57億5,799万円 40.4％53億1,629万円142億2,032万円
介護保険 39.9％ 32億9,899万円 42.7％30億8,461万円77億2,529万円

簡易水道事業 61.1％ 6,847万円 22.9％１億8,259万円２億9,876万円
公共下水道事業 6.3％ 15億8,834万円 34.0％２億9,404万円46億6,272万円
小規模下水道事業 13.4％ 2,790万円 39.8％944万円7,005万円
港湾上屋事業 65.1％ 95万円 17.5％353万円542万円
ひうち地域振興整備事業 5.1％ 6,421万円 8.0％4,103万円７億9,453万円
土地開発事業 13.2％ ０万円 0.0％11万円86万円
小松地域交流事業 47.3％ 4,452万円 34.2％6,165万円１億3,010万円
本谷温泉事業 36.5％ 3,318万円 36.3％3,336万円9,123万円
住宅新築資金等貸付事業 29.2％ 2,196万円 45.4％1,413万円4,828万円
畑地かん水事業 35.7％ 1,111万円 28.6％1,387万円3,881万円
庄内財産区 23.7％ 49万円 4.4％261万円1,098万円
壬生川財産区 111.4％ 33万円 8.8％419万円376万円

合計 32.6％ 155億6,607万円 39.8％127億5,066万円390億6,090万円

介護保険事業勘定 39.4％ 31億5,331万円 42.6％29億2,158万円74億　214万円
介護サービス事業勘定 50.4％ １億4,568万円 45.0％１億6,303万円３億2,315万円

特
別
会
計
　

②

　市では、皆さんに市の財政状況を知っていただくため、年に２回、
各会計の執行状況などを公表しています。今回は、平成17年度上半
期（４月１日から９月30日）の財政状況について、お知らせします。

平成17年度上半期（４月～９月）

財政状況

�広報さいじょう　2005　　12月号



財政状況

市税

科目
予算額（予算構成比）

■：収入済額（収入率） ■：支出済額（執行率）

用語解説用語解説
一般会計　福祉や土木、教
　育、消防など市の基本的
　な仕事をする会計
民生費　高齢者、障害者、
　児童の福祉や医療助成な
　ど安定した社会生活を保
　障するために使うお金
土木費　道路や河川、公園
　市営住宅などの整備や維
　持管理に使うお金
総務費　市庁舎の維持管理
　や戸籍、徴税、選挙、監
　査事務などに使うお金
公債費　借入金の返済に使
　うお金
教育費　幼稚園、小・中学
　校の整備、社会教育、保
　健体育などの教育全般に
　使うお金
衛生費　予防接種などの保
　健事業やごみの収集・処
　理など衛生的な生活環境
　を保つために使うお金

市税　市民税や固定資産税
　など市民の皆さんに納め
　ていただく税金
国庫支出金・県支出金　特
　定の事業を行うために国
　や県から交付される負担
　金や補助金など
地方交付税　市の財政状況
　に応じて国から交付され
　るお金
市債　特定の事業を行うた
　めに国などから借りるお
　金
繰越金　前年度から繰り越
　したお金
特別会計　特定の仕事をす
　る場合に、一般会計とは
　別に経理する会計
企業会計　企業経営という
　観点から独立して経理す
　る会計（西条市では、水
　道事業会計と病院事業会
　計が該当します）

科目
予算額（予算構成比）

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

諸収入

地方消費税交付金

繰越金

その他

支出済額合計：135億9,665万円（執行率：33.4％）収入済額合計：211億547万円（収入率：51.8％）

■：51億6,809万円（67.5％）

■：101億921万円 （70.7％）

■：９億960万円（17.9％）

■：０万円（0.0％）

■：２億7,350万円（8.1％）

■：３億3,180万円（22.2％）

■：５億5,952万円（51.8％）

■：22億3,849万円（251.2％）

■：15億1,526万円（43.5％）

■：38億4,768万円（31.4％）

■：７億9,146万円（14.9％）

■：25億3,313万円（49.3％）

■：６億7,374万円（18.6％）

■：17億9,263万円（44.0％）

■：13億3,015万円（41.6％） 

■：７億4,969万円（27.0％）

■：３億1,830万円（20.1％）

■：15億5,987万円（55.0％）

142億9,071万円（35.1％）

76億4,641万円（18.8％）

50億6,003万円（12.4％）

34億1,810万円 （8.4％）

33億3,968万円 （8.2％）

14億9,265万円 （3.7％）

10億8,000万円 （2.7％）

８億9,080万円 （2.2％）

34億7,552万円 （8.5％）

民生費

土木費

公債費

総務費

災害復旧費

教育費

衛生費

農林水産業費

その他

122億2,151万円（30.0％）

52億8,425万円（13.0％）

51億3,642万円（12.6％）

40億6,590万円（10.0％）

36億  300万円 （8.9％）

31億9,513万円 （7.9％）

27億7,295万円 （6.8％）

15億7,874万円 （3.9％）

28億3,600万円 （6.9％）

会計名
■特別会計予算執行状況

■一般会計予算執行状況　　予算額合計：406億9,390万円■

▼平成17年度の主な事業

▲古川団地２区整備事業 ▲堀越東線道路改良事業 ▲合併記念メインイベント開催事業 ▲次世代育成支援スポーツ事業

歳 入 歳 出

収入率 支出済額 執行率収入済額予算額
国民健康保険 33.6％ 46億4,763万円 42.4％36億8,921万円109億5,979万円

収益■水道事業会計

▼市有財産

▼市債現在高
会計区分 現債額
一般会計　① 465億9,358万円

介護保険 １億4,428万円

簡易水道事業 10億4,316万円
公共下水道事業 228億3,042万円
小規模下水道事業 １億8,768万円
ひうち地域振興整備事業 10億2,855万円
住宅新築資金等貸付事業 １億4,581万円

特別会計　計 253億7,990万円
合計　③＝①＋② 719億7,348万円
市民１人当たり 62万円

介護保険事業勘定 6,367万円
介護サービス事業勘定 8,061万円

土　地 34,484,877平方メートル
建　物 512,007平方メートル
基　金 68億8,884万円
有価証券 1,474万円
出資金 2,034万円
債　権 ４億3,007万円

人口：116,426人

平成17年９月30日現在

世帯数：46,101世帯
面積：509.04平方キロメートル

企業債の現在高当期純利益費用
３億8,141万円 56億6,252万円4,164万円３億3,977万円

収益■病院事業会計 企業債の現在高当期純損失費用
17億6,134万円 34億4,066万円１億3,159万円18億9,293万円

老人保健 37.3％ 57億5,799万円 40.4％53億1,629万円142億2,032万円
介護保険 39.9％ 32億9,899万円 42.7％30億8,461万円77億2,529万円

簡易水道事業 61.1％ 6,847万円 22.9％１億8,259万円２億9,876万円
公共下水道事業 6.3％ 15億8,834万円 34.0％２億9,404万円46億6,272万円
小規模下水道事業 13.4％ 2,790万円 39.8％944万円7,005万円
港湾上屋事業 65.1％ 95万円 17.5％353万円542万円
ひうち地域振興整備事業 5.1％ 6,421万円 8.0％4,103万円７億9,453万円
土地開発事業 13.2％ ０万円 0.0％11万円86万円
小松地域交流事業 47.3％ 4,452万円 34.2％6,165万円１億3,010万円
本谷温泉事業 36.5％ 3,318万円 36.3％3,336万円9,123万円
住宅新築資金等貸付事業 29.2％ 2,196万円 45.4％1,413万円4,828万円
畑地かん水事業 35.7％ 1,111万円 28.6％1,387万円3,881万円
庄内財産区 23.7％ 49万円 4.4％261万円1,098万円
壬生川財産区 111.4％ 33万円 8.8％419万円376万円

合計 32.6％ 155億6,607万円 39.8％127億5,066万円390億6,090万円

介護保険事業勘定 39.4％ 31億5,331万円 42.6％29億2,158万円74億　214万円
介護サービス事業勘定 50.4％ １億4,568万円 45.0％１億6,303万円３億2,315万円

特
別
会
計
　

②

　市では、皆さんに市の財政状況を知っていただくため、年に２回、
各会計の執行状況などを公表しています。今回は、平成17年度上半
期（４月１日から９月30日）の財政状況について、お知らせします。

平成17年度上半期（４月～９月）

財政状況

� 広報さいじょう　2005　　12月号



平成16年は11月１日現在（合併時）・平成17年は４月１日現在

合　　計

※　１．計画期間は平成17～21年の５年間です。
　　２．（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）は条例定数の合計です。

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当、調整手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（扶養手当、通勤手当、
　　　　住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、通勤
　　　手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費です。退職
　　　手当に要する経費は含んでいません。

1,379人
△ 30人

388人
△ 10人

311人
△  1人

680人
△ 19人△ 19人 (100％）△ 19人

△  1人△  1人
　  0人　  0人
△  1人 (100％）△  1人

△ 13人△ 13人
　　2人2人
△ 11人 (110％）△ 11人

△ 36人
　　5人
△ 31人 (103％）

△ 36人
5人

△ 31人

　　3人3人
△ 22人△ 22人減　員

増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数 1,409人 1,378人

  398人 387人

  312人 311人

  699人 680人

部門別職員数の状況と主な増減理由
平成16年は11月１日現在（合併時）・平成17年は４月１日現在

公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況 平成17年４月１日現在

公営企業事業予算の状況 平成17年度

公営企業職員給与費の状況 平成16年度決算（合併後）

特別職の報酬等の状況 平成17年11月１日現在

20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

16％

18％

14％

12％

10％

 8％

 6％

 4％

 2％

 0％

構成比

職員数 1,378人

40～
 43歳
120人

44～
 47歳
179人

48～
 51歳
200人

52～
 55歳
193人

56～
 59歳
121人

60歳
 以上
  3人

区　分

職員数

20歳
 未満
  0人

20～
 23歳
 25人

24～
 27歳
 99人

28～
 31歳
161人

32～
 35歳
156人

36～
 39歳
121人

区　分

年齢別職員構成の状況 平成17年４月１日現在

計

1,378人
（1,427人）

1,409人
（1,427人）

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

教育
消防

病院
水道
下水道
その他

退職不補充、事
務事業の見直し
などによる。

退職不補充によ
る。

退職不補充、事
務事業の見直し
などによる。

△ 31人
（　0人）

 12人
177人
 63人
218人
 65人
  1人
 61人
 17人
 85人

178人
134人

275人
 23人
 32人
 68人

  9人
176人
 59人
207人
 64人
  1人
 62人
 15人
 87人

177人
134人

268人
 25人
 30人
 64人

△  3人
△  1人
△  4人
△ 11人
△  1人
　  0人
　  1人
△  2人
　  2人

△  1人
　  0人

△  7人
　  2人
△  2人
△  4人

※　１．給与費は当初予算に計上された額です。職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は予算計上数値であり、平成17年４月１日現在の実数とは一致しません。

水道
事業
病院
事業

 19人

274人

77,612
千円

1,874,815
千円

307,622
千円

△ 77,323
千円

45,471
千円 14.8％

44.5％△142,269
千円

833,658
千円

1,111,100
千円

11,912
千円

362,515
千円

32,199
千円

450,251
千円

121,723
千円

1,923,866
千円

6,406
千円

7,021
千円

職員数
（A）区分 １人当たり

給与費(B/A)計（Ｂ）期末勤勉手当職員手当給　料
給　　与　　費

428,822円378,204円46.2歳
373,284円318,359円40.6歳
948,790円546,112円38.6歳
363,263円330,084円39.6歳

病院事業

水道事業

事務職員
看護師
医師

区　　　分 平均年齢 基 本 給 平均月収額

病院事業

水道事業

職員給与費
の比率(B/A)

職員給与費
（Ｂ）

純損益・
実質収支

総 費 用
（Ａ）区　分

区 分 期 末 手 当 退職手当（４年任期満了時）
市長
助役
収入役
議長
副議長
議員

925,000円
730,000円
656,000円
456,000円
393,000円
366,000円

給料月額×在職年数×550／100
給料月額×在職年数×400／100
給料月額×在職年数×300／100

給料・報酬月額

〇支給割合 平成17年度

12月期 1.70月分
　計　 3.30月分

６月期 1.60月分

〇役職加算 15％

市職員の給与状況・定員管理

数値目標
（参考）

一般行政

部 門
区 分

特別行政
（参考）

計

公営企業
など
（参考）

平成17年
１年目

平成16年
11月１日 計

13

12

11

10

９ 14

小　計

小　計

小　計

一般
行政

特別
行政

公営
企業
など

699人

312人

398人

680人

311人

387人

△ 19人

△  1人

△ 11人

平成16年
職　員　数区 分

部 門 平成17年
対前年
増減数 主な増減理由 ▼ 定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

　合併によるスケールメリットを最大限生かし、将来の本庁方式を見
据えた組織機構の構築、事務事業の見直し、さらには指定管理者制度
の導入などを行い、現行の住民サービスの質を維持しながら、さらな
る行財政運営の効率化をめざすとともに、職員数の削減を図ります。

▼ 定員適正化目標（数・率）

▼ 定員適正化計画の基本的な考え
15

平成16年11月１日 平成21年４月１日 100人の純減（△7.1％）

始　　期 終　　期
計　画　期　間

数　値　目　標

※　１．西条市の給与条例に基づく、給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

標準的な
職務内容

区　分

職員数
構成比

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 合計

主事 主事 主事 主任 係長 専門員 課長補佐 次長 部長
技師 技師 技師 主査 課長

主幹
  4人  49人  69人  97人 103人 150人  58人  84人  15人 629人

100％ 0.6％ 7.8％ 11.0％15.4％16.4％23.8％  9.2％ 13.4％ 2.4％

一般行政職
　大学卒

一般行政職
　高校卒

技能労務職

170,700円 184,400円 170,700円
Ⅱ種

138,800円
Ⅲ種

184,400円

138,800円 148,500円 148,500円

128,100円 136,000円

決定初任給
採用２年経過日
給　料　額 決定初任給

採用２年経過日
給　料　額

区　　分
西 条 市 国

※　平均給与月額は平成17年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、通勤手
　当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

346,051円 408,972円一般行政職 42.6歳 329,728円 40.3歳

244,918円 256,584円技能労務職 44.4歳 285,008円 48.1歳

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均年齢平均給料月額 平均給与月額

西 条 市
区　 分

国

※　１．給与費は当初予算に計上された額です。職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は予算計上数値であり、平成17年４月１日現在の実数とは一致しません。

992人 3,922,617
千円

606,738
千円

1,610,772
千円

6,140,127
千円 6,190千円

職員数
（Ａ） 給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費(B/A)

給　　与　　費

※　人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

116,259人 19.3％46,404,043
千円

2,127,220
千円

 8,968,026
千円

住民基本台帳人口
平成17年３月31日現在

人件費率
(B/A)

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支

支給割合
平成16年度

国の制度との異同期末手当 勤勉手当区　　　分
６月期
12月期
計

1.4月分 0.7月分
0.7月分
1.4月分

1.6月分
3.0月分

同

国・西条市とも職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり。

国の制度との異同自己都合 勧奨・定年区　　　分

同

国・西条市とも定年前早期退職特別措置あり。（２～20％加算措置）
１人当たりの平均支給額：2,160万円（平成16年度）

支 給 率

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

21.00月分 27.30月分
33.75月分 42.12月分
47.50月分 59.28月分
59.28月分 59.28月分

手当の種類（手当数）：14種類（代表的な手当は下記のとおり）
〇支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務
　　　　　　　　　手当、現場監督手当。
〇多くの職員に支給されている手当：同上。

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給実績

区　　　　分

支給対象職員１人当たりの平均支給年額 38,550円

12,567千円
全 職 種

29.3％

職員１人当たりの支給年額
支給実績

区　　　　分
178,309千円
    160千円

全 職 種

国の制度との異同

配偶者のない職員の扶養親族のうち１人
配偶者が扶養親族でない職員の１人目の子等

配偶者
西条市の支給額

配偶者以外の扶養親族のうち２人

その他の扶養親族１人につき
16歳～22歳の子１人につき（加算）

13,500円
各6,000円
 11,000円
　6,500円
　5,000円
　5,000円

同

国の制度との異同西条市の支給額
交通機関
利用者
電車・バス等

交通用具
使用者
自家用車等

同

負担している運賃の額に応じて、１
カ月当たり最高55,000円まで支給。

２㎞以上５㎞未満は2,000円。
５㎞以上は4,100～24,500円。

国の制度との異同西条市の支給額

借家・借間
居住者

持家居住者

月額12,000円以上の家賃を支払って
いる職員に対して、負担している家
賃の額に応じた額を支給。
限度額：27,000円（家賃55,000円以上）
3,500円

一部異なる
国は持家居住者に
対して、取得後５
年まで2,500円。

1,114人

2人
 0.2％

職員数

普通昇給期間（12～24カ月）を短縮して昇給した職員数（Ｂ）
比　率

区　　　　　分 全職種
（Ａ）

（Ｂ／Ａ）

一般行政職　大学卒
一般行政職　高校卒
技能労務職

経験年数10年 経験年数16年 経験年数20年
267,457円
242,800円
238,840円

332,042円
299,967円
263,700円

368,557円
348,350円
287,300円

区　　　分

※　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を
　いいます。

人件費の状況

職員給与費の状況

職員の給料月額・給与月額・年齢の状況

職員の初任給の状況

平成17年４月１日現在

平成17年４月１日現在

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 平成17年４月１日現在

一般行政職の級別職員数の状況 平成17年４月１日現在

昇給期間短縮の状況 平成16年度（合併後）

平成17年度普通会計予算

平成16年度普通会計決算（合併後） 職員手当の状況 平成17年４月１日現在

西条市職員の給与状況と
定員管理等をお知らせします 　市職員の給与などの状況をお知らせします。

　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定められています。

平成16年度（合併後）

平成16年度（合併後）

１

２

３

４

５

６

７

８

問合せ：市庁舎本館職員課　℡0897－56－5151内線2141

▼ 期末・勤勉手当

▼ 退職手当

▼ 特殊勤務手当

▼ 時間外勤務手当

▼ 扶養手当

▼ 通勤手当

▼ 住居手当

�広報さいじょう　2005　　12月号



平成16年は11月１日現在（合併時）・平成17年は４月１日現在

合　　計

※　１．計画期間は平成17～21年の５年間です。
　　２．（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。

※　１．職員数は一般職に属する職員数（教育長１人を含む）です。地方公務員の身
　　　分を保有する休職者と派遣職員などを含み、臨時・非常勤職員を除いています。
　　２．（　）は条例定数の合計です。

※　１．基本給とは職員の給料、扶養手当、調整手当の合算額の平均です。
　　２．平均月収額は職員の基本給と毎月支払われる各種手当（扶養手当、通勤手当、
　　　　住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

※　１．決算には消費税を含んでいません。
　　２．職員給与費とは、職員に対して支給される給料と各種手当（扶養手当、通勤
　　　手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）に要する経費です。退職
　　　手当に要する経費は含んでいません。

1,379人
△ 30人

388人
△ 10人

311人
△  1人

680人
△ 19人△ 19人 (100％）△ 19人

△  1人△  1人
　  0人　  0人
△  1人 (100％）△  1人

△ 13人△ 13人
　　2人2人
△ 11人 (110％）△ 11人

△ 36人
　　5人
△ 31人 (103％）

△ 36人
5人

△ 31人

　　3人3人
△ 22人△ 22人減　員

増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数
減　員
増　員
差　引
職員数 1,409人 1,378人

  398人 387人

  312人 311人

  699人 680人

部門別職員数の状況と主な増減理由
平成16年は11月１日現在（合併時）・平成17年は４月１日現在

公営企業職員の年齢・基本給・月収額の状況 平成17年４月１日現在

公営企業事業予算の状況 平成17年度

公営企業職員給与費の状況 平成16年度決算（合併後）

特別職の報酬等の状況 平成17年11月１日現在

20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

16％

18％

14％

12％

10％

 8％

 6％

 4％

 2％

 0％

構成比

職員数 1,378人

40～
 43歳
120人

44～
 47歳
179人

48～
 51歳
200人

52～
 55歳
193人

56～
 59歳
121人

60歳
 以上
  3人

区　分

職員数

20歳
 未満
  0人

20～
 23歳
 25人

24～
 27歳
 99人

28～
 31歳
161人

32～
 35歳
156人

36～
 39歳
121人

区　分

年齢別職員構成の状況 平成17年４月１日現在

計

1,378人
（1,427人）

1,409人
（1,427人）

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

教育
消防

病院
水道
下水道
その他

退職不補充、事
務事業の見直し
などによる。

退職不補充によ
る。

退職不補充、事
務事業の見直し
などによる。

△ 31人
（　0人）

 12人
177人
 63人
218人
 65人
  1人
 61人
 17人
 85人

178人
134人

275人
 23人
 32人
 68人

  9人
176人
 59人
207人
 64人
  1人
 62人
 15人
 87人

177人
134人

268人
 25人
 30人
 64人

△  3人
△  1人
△  4人
△ 11人
△  1人
　  0人
　  1人
△  2人
　  2人

△  1人
　  0人

△  7人
　  2人
△  2人
△  4人

※　１．給与費は当初予算に計上された額です。職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は予算計上数値であり、平成17年４月１日現在の実数とは一致しません。

水道
事業
病院
事業

 19人

274人

77,612
千円

1,874,815
千円

307,622
千円

△ 77,323
千円

45,471
千円 14.8％

44.5％△142,269
千円

833,658
千円

1,111,100
千円

11,912
千円

362,515
千円

32,199
千円

450,251
千円

121,723
千円

1,923,866
千円

6,406
千円

7,021
千円

職員数
（A）区分 １人当たり

給与費(B/A)計（Ｂ）期末勤勉手当職員手当給　料
給　　与　　費

428,822円378,204円46.2歳
373,284円318,359円40.6歳
948,790円546,112円38.6歳
363,263円330,084円39.6歳

病院事業

水道事業

事務職員
看護師
医師

区　　　分 平均年齢 基 本 給 平均月収額

病院事業

水道事業

職員給与費
の比率(B/A)

職員給与費
（Ｂ）

純損益・
実質収支

総 費 用
（Ａ）区　分

区 分 期 末 手 当 退職手当（４年任期満了時）
市長
助役
収入役
議長
副議長
議員

925,000円
730,000円
656,000円
456,000円
393,000円
366,000円

給料月額×在職年数×550／100
給料月額×在職年数×400／100
給料月額×在職年数×300／100

給料・報酬月額

〇支給割合 平成17年度

12月期 1.70月分
　計　 3.30月分

６月期 1.60月分

〇役職加算 15％

市職員の給与状況・定員管理

数値目標
（参考）

一般行政

部 門
区 分

特別行政
（参考）

計

公営企業
など
（参考）

平成17年
１年目

平成16年
11月１日 計

13

12

11

10

９ 14

小　計

小　計

小　計

一般
行政

特別
行政

公営
企業
など

699人

312人

398人

680人

311人

387人

△ 19人

△  1人

△ 11人

平成16年
職　員　数区 分

部 門 平成17年
対前年
増減数 主な増減理由 ▼ 定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

　合併によるスケールメリットを最大限生かし、将来の本庁方式を見
据えた組織機構の構築、事務事業の見直し、さらには指定管理者制度
の導入などを行い、現行の住民サービスの質を維持しながら、さらな
る行財政運営の効率化をめざすとともに、職員数の削減を図ります。

▼ 定員適正化目標（数・率）

▼ 定員適正化計画の基本的な考え
15

平成16年11月１日 平成21年４月１日 100人の純減（△7.1％）

始　　期 終　　期
計　画　期　間

数　値　目　標

※　１．西条市の給与条例に基づく、給料表の級区分による職員数です。
　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

標準的な
職務内容

区　分

職員数
構成比

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 合計

主事 主事 主事 主任 係長 専門員 課長補佐 次長 部長
技師 技師 技師 主査 課長

主幹
  4人  49人  69人  97人 103人 150人  58人  84人  15人 629人

100％ 0.6％ 7.8％ 11.0％15.4％16.4％23.8％  9.2％ 13.4％ 2.4％

一般行政職
　大学卒

一般行政職
　高校卒

技能労務職

170,700円 184,400円 170,700円
Ⅱ種

138,800円
Ⅲ種

184,400円

138,800円 148,500円 148,500円

128,100円 136,000円

決定初任給
採用２年経過日
給　料　額 決定初任給

採用２年経過日
給　料　額

区　　分
西 条 市 国

※　平均給与月額は平成17年４月に支給された給料のほか、各種手当（扶養手当、通勤手
　当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を含めた額です。

346,051円 408,972円一般行政職 42.6歳 329,728円 40.3歳

244,918円 256,584円技能労務職 44.4歳 285,008円 48.1歳

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均年齢平均給料月額 平均給与月額

西 条 市
区　 分

国

※　１．給与費は当初予算に計上された額です。職員手当には退職手当を含みません。
　　２．職員数は予算計上数値であり、平成17年４月１日現在の実数とは一致しません。

992人 3,922,617
千円

606,738
千円

1,610,772
千円

6,140,127
千円 6,190千円

職員数
（Ａ） 給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費(B/A)

給　　与　　費

※　人件費には、市長などの特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

116,259人 19.3％46,404,043
千円

2,127,220
千円

 8,968,026
千円

住民基本台帳人口
平成17年３月31日現在

人件費率
(B/A)

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支

支給割合
平成16年度

国の制度との異同期末手当 勤勉手当区　　　分
６月期
12月期
計

1.4月分 0.7月分
0.7月分
1.4月分

1.6月分
3.0月分

同

国・西条市とも職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり。

国の制度との異同自己都合 勧奨・定年区　　　分

同

国・西条市とも定年前早期退職特別措置あり。（２～20％加算措置）
１人当たりの平均支給額：2,160万円（平成16年度）

支 給 率

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

21.00月分 27.30月分
33.75月分 42.12月分
47.50月分 59.28月分
59.28月分 59.28月分

手当の種類（手当数）：14種類（代表的な手当は下記のとおり）
〇支給額の多い手当：消防職員手当、救急手当、税務手当、社会福祉業務
　　　　　　　　　手当、現場監督手当。
〇多くの職員に支給されている手当：同上。

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給実績

区　　　　分

支給対象職員１人当たりの平均支給年額 38,550円

12,567千円
全 職 種

29.3％

職員１人当たりの支給年額
支給実績

区　　　　分
178,309千円
    160千円

全 職 種

国の制度との異同

配偶者のない職員の扶養親族のうち１人
配偶者が扶養親族でない職員の１人目の子等

配偶者
西条市の支給額

配偶者以外の扶養親族のうち２人

その他の扶養親族１人につき
16歳～22歳の子１人につき（加算）

13,500円
各6,000円
 11,000円
　6,500円
　5,000円
　5,000円

同

国の制度との異同西条市の支給額
交通機関
利用者
電車・バス等

交通用具
使用者
自家用車等

同

負担している運賃の額に応じて、１
カ月当たり最高55,000円まで支給。

２㎞以上５㎞未満は2,000円。
５㎞以上は4,100～24,500円。

国の制度との異同西条市の支給額

借家・借間
居住者

持家居住者

月額12,000円以上の家賃を支払って
いる職員に対して、負担している家
賃の額に応じた額を支給。
限度額：27,000円（家賃55,000円以上）
3,500円

一部異なる
国は持家居住者に
対して、取得後５
年まで2,500円。

1,114人

2人
 0.2％

職員数

普通昇給期間（12～24カ月）を短縮して昇給した職員数（Ｂ）
比　率

区　　　　　分 全職種
（Ａ）

（Ｂ／Ａ）

一般行政職　大学卒
一般行政職　高校卒
技能労務職

経験年数10年 経験年数16年 経験年数20年
267,457円
242,800円
238,840円

332,042円
299,967円
263,700円

368,557円
348,350円
287,300円

区　　　分

※　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を
　いいます。

人件費の状況

職員給与費の状況

職員の給料月額・給与月額・年齢の状況

職員の初任給の状況

平成17年４月１日現在

平成17年４月１日現在

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 平成17年４月１日現在

一般行政職の級別職員数の状況 平成17年４月１日現在

昇給期間短縮の状況 平成16年度（合併後）

平成17年度普通会計予算

平成16年度普通会計決算（合併後） 職員手当の状況 平成17年４月１日現在

西条市職員の給与状況と
定員管理等をお知らせします 　市職員の給与などの状況をお知らせします。

　市職員の給与は、職務の内容、民間企業との
比較、国や他市町村とのバランスを考慮して、
条例で定められています。

平成16年度（合併後）

平成16年度（合併後）

１

２

３

４

５

６

７

８

問合せ：市庁舎本館職員課　℡0897－56－5151内線2141

▼ 期末・勤勉手当

▼ 退職手当

▼ 特殊勤務手当

▼ 時間外勤務手当

▼ 扶養手当

▼ 通勤手当

▼ 住居手当
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市
で
は
、
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
６
月

に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
一
般
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一

部
結
果
で
す
。

　

皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の
環
境
行
政
に
取

り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
一
般
ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
体
、
学
生
や
事
業
者
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
市
庁
舎
本
館
総
務

課
情
報
公
開
総
合
窓
口
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
１
階　

環
境
課
環
境
計
画
係

　

TEL
０
８
９
７―

５
２―

１
２
２
１

環境基本計画・一般廃棄物処理基本計画策定に向けて

環境基本計画に関するアンケート結果（抜粋）

西条市の環境に関する
満足度と重要度について

身の回りの環境について「満足」と答えた人の割合（％）

こ
れ
か
ら
の
西
条
市
で
「
重
要
」
と
答
え
た
人
の
割
合
（
％
）

飲み水を含む水のきれいさ

空気のきれいさ

川や海などの水辺の美しさ

下水・浄化槽などの汚水処理
ごみの分別・収集・処理方法

山や川など自然の景色の美しさ

山や家の周りの
緑（植物）の豊かさ

家の周りの静けさ

山や身近に見かける動物

市民一人ひとりの
環境に対する意識

学校での環境教育

行政の環境に
対する啓発

環境情報の公開

市民の環境学習

外来種の移入問題

公共交通機関の整備
公園や緑地の整備

街並みの美しさ
文化的歴史的な財産の保全

省エネ対策・
新エネルギーの利用状況

　市民のみなさんが考える『現在の西条市の環境
に関する満足度』と、『これからの西条市におけ
る重要度』にどのような関連性があるのかを検討
しました。
　左図のように、「飲み水を含む水のきれいさ」
や「空気のきれいさ」は比較的満足度が高く、今
後とも重要な問題であると考えられています。
　一方で、「市民一人ひとりの環境にたいする意
識」は、現状には満足しておらず、今後の重要度
が高い問題であると考えられています。

■調査内容

○環境問題への関心度

○現在の西条市の環境に関する満足度

○これからの西条市の環境に対する重要度

○環境保全のための取り組みについて

○西条市の自然で自慢できるもの・大切にした

いもの

○環境保全と開発のバランスについて

対象者抽出方法 対象者数 回収数 回収率
19歳以上70歳以下
無作為抽出

2,006人 851人 42.4％

中学２年生全員 － 966人 －
作為抽出

一般

学生
事業者 207人 113人 54.6％

調査の概要

■調査目的
　　環境基本計画・一般廃棄物処理基本計画へ、広く市民の意
見を聞き、反映させるため。
■調査期間
　調査期日：６月10日　回収期限：６月30日
■対象者・調査票回収状況
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■調査内容

○ごみの出し方・分け方、分別協力に対する市民の考え方など

○減量化・資源化に有効な対策、ごみ処理有料化に対する賛否

など

一般廃棄物処理基本計画に関するアンケート結果（抜粋）
資源ごみ（新聞・ダンボール・雑誌・ガラスび
ん・ペットボトル）をリサイクルしていますか？

　「新聞」が86％と最も多く、以下「雑誌」、「ペットボ
トル」、「ダンボール」、「ガラスびん」、「アルミ缶」、
「牛乳パック」、「食品トレー」の順となっています。

86％

69％

75％

66％

74％

45％

43％

54％

新聞

ダンボール

雑誌

ガラスびん

ペットボトル

牛乳パック

食品トレー

アルミ缶

生ごみをどのように処理されていますか？

85％

89％

65％

84％

９％

９％

22％

12％

５％

３％

２％

５％

16％

23％

36％

31％

２％

１％

４％

２％

西条

東予

丹原

小松

西条

東予

丹原

小松

西条

東予

丹原

小松

西条

東予

丹原

小松

西条

東予

丹原

小松

その他

もえるごみと
して、捨てて
いる

生ごみ処理容
器（コンポス
ト等）で処理
している

生ごみ処理機
（機械式）で
処理している

直接、田や畑
に埋めている

　最も回答数が多かったのは、「もえるごみとして捨ててい
る」で 84％あり、以下、「直接庭や畑に埋めている」22％、「生
ごみ処理機（コンポスト等）で処理している」11％、「生ご
み処理機（機械式）で処理している」４％となっています。
　地区別にみると、各地区とも「もえるごみとして捨ててい
る」と回答した人の割合が最も多いですが、西条・東予・小
松地区は約84～89％、丹原地区は63％と、丹原地区が他の地
区と比べて低くなっています。

ごみの減量化・資源化を推進するために、
有効な方法は何だと思いますか？

　「使い捨て容器の見直し」と回答した人の割合が 69%と
最も多く、以下、「過剰包装廃止等販売方法の工夫」、「ご
みの分別区分（種類）を増やし、再資源化をめざす」、「学
校での環境教育の推進」、「レジ袋の廃止」、「市指定ごみ袋
を有料にする」となっています。

45％

14％

27％

66％

33％

69％

５％

市指定ごみ袋を
有料にする

レジ袋の廃止

過剰包装廃止等
販売方法の工夫

学校での環境教育の推進

使い捨て容器の見直し

その他

ごみの分別区分（種類）を
増やし、再資源化をめざす

８％

29％

49％

14％

有料化すべき
８％

ごみ袋の完全有料化が
「必要である」

37％

やむを得ない
29％

ごみ袋の完全有料化の導入について
どう思いますか？

　ごみ袋の完全有料化が「必要である」（「有料化すべき」
＋「やむを得ない」）とする人の割合は、37％となっていま
す。ごみ袋の完全有料化を「有料化すべきでない」と回答し
た人の割合は49％となっています。
　地区別にみると、「必要である」と回答した人の割合は、
西条地区が最も多く40％となっています。以下、小松・東予
地区は33％、丹原地区は32％の順となっています。
　年代別にみると、「必要である」と回答した人の割合は50
歳代が39％と最も多く、次に、29歳以下が38％、60歳代以上
が36％、30歳代と40歳代は35％となっています。
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10
月
13
日
に
秋
田
県
立
武
道
館

で
行
わ
れ
た
「
第
46
回
全
国
体
育

指
導
委
員
研
究
協
議
会
」
に
お
い

て
、
柴
田
幸
唯
さ
ん
が
「
功
労
者

表
彰
」
を
、
弓
山
賢
一
さ
ん
が

「
30
年
勤
続
感
謝
状
」
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
お
２
人
が
長

年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員
と
し

て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に

貢
献
し
、
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
功
労
者
表
彰

至松山 国道11号

松山自動車道

至高松

いよ小松I.C いよ西条I.C

加茂川橋

黒瀬ダム

新寒風山トンネル

至高知

国道194号石鎚登山
ロープウェイ山

頂
駅

下
谷
駅

　

標
高
１
，
３
０
０
ｍ
。

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
駅
を
降
り
て

す
ぐ
の
石
鎚
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地
で
、
雪
遊
び
の

祭
典
「
ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
石
鎚
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
ソ
リ
競
争
・
雪
玉
ダ
ー
ツ
・
親
子

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
・
大
抽
選
大
会

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

　

白
銀
に
包
ま
れ
た
石
鎚
山
系
の
雄
大
な
自
然

の
中
で
、
思
い
っ
き
り
雪
遊
び
を
楽
し
も
う
！

◆大抽選大会　12時～
　来場者全員での大抽選大会です。

　たくさんの賞品を用意しています。

◆親子スキー＆スノーボード教室
　13時30分～
　対象　小学生以上の初心者

　定員　スキーの部　50人

　　　　スノーボードの部　10人

◆冬の自然観察会
　対象　小学生以上

　・冬の森ウォッチング

　・冬の森ガイドウォーク（親子）

　　10時30分～、13時30分～

◆サンタクロースのクリスマスプ
　レゼント　11時～､13時～
　対象　小学生以下

◆ソリ競争　10時15分～
　定員　96人

　小学２年生以下の部

　小学３年生～４年生の部

　小学５年生～６年生の部

　中学生以上の部

◆雪玉ダーツ　11時～14時
　対象　小学生以下

　※参加者全員に賞品あり

◆ここ掘れワンワン！
　お宝はどこだ　11時～
　定員　300人

　小学２年生以下の部

　小学３年生～中学生以下の部

◆大鍋無料サービス　11時30分～

■参加者特典
・ロープウェイ料金（子ども往復無料・大人料金割引き）
・リフト無料開放
・親子スキー＆スノーボード教室参加者のレンタル料金値引き
　その他参加者特典あり
■その他　ゲレンデ状況等によりイベントの内容が変更になる場合
　があります。
■主催　スノーカーニバル in 石鎚実行委員会
■問合せ　市庁舎別館　観光振興課　℡0897－56－5151内線2553

体
育
指
導
委
員

	

功
労
者
表
彰

■
30
年
勤
続
感
謝
状

弓山賢一さん（丹原町池田） 柴田幸唯さん（楠）
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の情報をお知らせします

もっと詳しく知りたいかたは…
○産業情報支援センター
（℡ 0897－53－0010　FAX 0897－53－0011  Ｅメール info@saijo-sics.co.jp ）
サイクスのホームページもご覧ください。
  http://www.saijo-sics.co.jp/

Saijo Industry & Information
 centre  for support
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サ
イ
ク
ス
の
技
術
シ
ン
ク
タ
ン

ク
「
技
術
相
談
室
」
は
、
製
造
業

を
中
心
と
し
た
企
業
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
、
幅
広
い
技
術
相
談

や
企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
産
学

官
連
携
強
化
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
共
同
研
究
・
共
同
開
発
）
を

積
極
的
に
促
進
す
る
た
め
、
昨
年

４
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

技
術
相
談
室
に
は
民
間
企
業
の

Ｏ
Ｂ
８
名
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と

し
て
起
用
し
、
機
械
・
金
属
材
料

・
建
築
・
活
性
炭
・
品
質
管
理
・

化
学
・
外
為
・
金
融
と
、
そ
の
専

門
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
長
年
の
経
験
で
培
っ

た
高
度
な
技
術
情
報
や
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
地
域
中
小

企
業
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

を
解
決
す
る
た
め
、
日
々
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
相
談
室
は
四
国
地

域
に
お
け
る
産
学
官
連
携
の
拠
点

と
し
て
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所

（
産
総
研
）
の
窓
口
機
能
を
有
し

て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
集
約

さ
れ
た
地
域
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
の

商
品
化
・
事
業
化
を
促
進
す
る
窓

口
と
し
て
、
事
業
開
発
室
を
同
室

内
に
開
設
す
る
な
ど
、
そ
の
機
能

を
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
産
学
官
連
携
が
重
要
視

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
地
域
中

小
企
業
に
と
っ
て
官
や
学
は
「
遠

い
存
在
」
「
敷
居
が
高
い
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
し
き
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
相
談

員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
は
、

各
人
が
同
じ
目
線
で
議
論
で
き
る

場
を
提
供
す
る
「
地
域
経
済
の
潤

滑
剤
」
的
な
位
置
付
け
を
持
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

　

「
こ
こ
に
は
産
学
官
を
リ
ー
ド

す
る
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
が
あ

る
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
や

人
脈
を
活
用
し
て
、
企
業
さ
ん
の

役
に
立
ち
た
い
の
で
す
」
と
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
一
人
は
力
強
く
語

り
ま
す
。

　

技
術
相
談
室
の
最
大
の
特
長
は

「
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
こ
の
地
域

の
お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
の
郷
土
愛
を
背
景
と
し
た
、
地

域
の
Ｏ
Ｂ
人
材
が
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
室
内
の
連
携
体
制
は

整
っ
て
お
り
、
何
と
も
楽
し
げ
に

働
い
て
い
る
か
ら
か
、
温
か
み
の

あ
る
、
い
い
雰
囲
気
の
感
じ
ら
れ

る
「
血
の
通
っ
た
人
間
味
あ
ふ
れ

る
」
技
術
相
談
室
で
す
。

　

「
企
業
側
が
必
要
と
し
て
い
る

商
品
化
、
新
商
品
の
提
案
、
販
売

に
対
す
る
支
援
を
し
ま
す
」
「
い

ろ
ん
な
人
た
ち
に
、
こ
の
地
で
暮

ら
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
安
定
し
た
雇
用
の
場
が
必
要

だ
。
そ
の
こ
と
に
少
し
で
も
力
に

な
り
た
い
」
と
語
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
に
は
、
そ
の
熱
い
思
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

技
術
相
談
室
は
、
新
た
に
整
備

さ
れ
た
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

の
別
館
１
階
へ
事
務
室
を
移
転
し

ま
す
。
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、

産
総
研
と
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
が
導
入
予
定
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

る
林
洋
一
郎
氏
は
「
微
力
を
省
み

ず
、
大
き
な
希
望
を
持
っ
て
、
役

に
立
つ
技
術
相
談
室
に
育
て
た

い
」
と
、
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

●
相
談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

　

相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
対

応
が
望
ま
し
い
た
め
、
技
術
相
談

室
へ
の
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、「技術相談室」の取り組みの紹
介と、「企業支援セミナー」「やさしい半導
体教室」をお知らせします。

▲打ち合わせをする技術相談室の
　コーディネータの面々。

　西条商工会議所とサイクスの共催で開催する、地
域中小企業経営者を対象としたセミナーです。セミ
ナー終了後は、交流会を行います。
日時　12月12日㈪　16時～18時
場所　産業情報支援センター
内容　①国民生活金融公庫の取り組みについて
　　　②労務管理ゼミナール

　㈱ルネサステクノロジ西条事業所とサイクスの共
催で開催する、半導体について学ぶ教室です。
日時：12月23日㈮　13時～16時30分
場所：㈱ルネサステクノロジ西条事業所
内容：半導体の製造現場（クリーンルーム）を見学
　　後、半導体キットを製作します。
対象：市内の中学１年生
　　※各中学校を通じて申込用紙を配布します

企業支援セミナー

セミナー・教室開催のご案内
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への 
お問い合わせ先 

12
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

　

12
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

昭
和
60
年
12
月
２
日
以
前
に
生

ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成
17
年

９
月
１
日
ま
で
に
西
条
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
も
し
く
は
同
日

ま
で
に
転
入
の
届
け
出
を
し
た
人

で
、
引
き
続
き
西
条
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
。

■
縦
覧
期
間

　

12
月
３
日
㈯
～
７
日
㈬

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製

し
て
い
ま
す
。
資
格
の
あ
る
方
へ

12
月
中
に
登
載
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
な
い

と
、
資
格
の
あ
る
方
で
も
今
後
１

年
間
は
農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
権

と
被
選
挙
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

■
登
載
資
格
者

　

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
61
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

①　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
。

②　

①
と
同
居
す
る
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
、
そ
の
耕
作
に

従
事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
の
方
。

③　

①
の
面
積
の
農
地
に
つ
き
耕

作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

人
の
組
合
員
ま
た
は
社
員
で
、

耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
の
方
。

■
申
請
期
限　

１
月
10
日
㈫

■
提
出
先

　

市
庁
舎
別
館
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
内
線
５
５
２
２
）

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

60
歳
前
に
会
社
を
退
職
し
た
と

き
は
種
別
変
更
の
手
続
き
を

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会

社
を
退
職
す
る
と
、
国
民
年
金
の

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
加
入
者
）
か
ら
第
１
号

被
保
険
者
（
自
営
業
・
農
林
漁
業

な
ど
）
へ
の
加
入
（
種
別
変
更
）

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配

偶
者
（
第
３
号
被
保
険
者
）
も
、

扶
養
者
の
退
職
に
伴
い
、
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
加
入
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き
方
法

　

印
鑑
、
年
金
手
帳
、
退
職
を
証

明
す
る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給
資

格
証
、
離
職
票
な
ど
）
を
持
っ
て

市
役
所
の
年
金
担
当
窓
口
で
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

年
金
係　
　
（
内
線
２
４
３
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
２
０
８
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
３
３
）

国
民
年
金
保
険
料
も
控
除
証
明

書
の
添
付
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
１

年
間
の
納
付
額
を
申
告
す
る
こ
と

で
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料

を
申
告
す
る
際
は
、
納
付
額
を
証

明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
17

年
分
の
申
告
か
ら
は
、
生
命
保
険

料
な
ど
と
同
様
に
証
明
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
17
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

へ
、
社
会
保
険
庁
が
「
社
会
保
険

料
控
除
証
明
書
」
を
11
月
に
発
送

し
て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
こ
の
控
除
証
明
書
を
添
付
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

年
金
係　
　
（
内
線
２
４
３
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
２
０
８
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
３
３
）

　市では、12月20日から１月10日まで年末年始
における特別火災予防運動を行い、明るい新年
を迎えられるように広報や警戒巡視などで火災
予防を呼びかけています。
　この時期は空気が乾燥し、季節風が強いなど
の悪条件が重なり、大きな火災が発生しやすい
気象状態が続きます。また、年末年始の忙しさ
に気を取られて、火に対する注意がおろそかに
なりがちなことも、この時期に火災が多発する
原因となっています。
　一人ひとりが「火の用心」で、火災のない明
るく住みよいまちづくりを築きましょう。
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西
条
「
水
と
食
」
旬
彩
カ
レ
ン

ダ
ー
を
希
望
者
に
配
布
し
ま
す

　

西
条
市
は
、
肥
沃
な
道
前
平
野

が
広
が
る
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
地

域
で
あ
り
、
良
質
で
豊
富
な
地
下

伏
流
水
「
う
ち
ぬ
き
」
が
自
噴
す

る
な
ど
、
県
下
有
数
の
食
材
の
宝

庫
と
し
て
新
し
い
食
文
化
を
発
信

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
可
能
性
）

を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
水
」
と
「
食
材
」
を

切
り
口
に
、
そ
の
食
材
を
広
く
内

外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
旬
彩
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

旬
彩
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
希
望
者

に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

■
カ
レ
ン
ダ
ー
の
内
容

〇
Ａ
４
版
（
15
ペ
ー
ジ
）

〇
旬
の
食
材
、
料
理
人
が
そ
の
食

材
を
生
か
し
た
レ
シ
ピ
を
掲
載
。

〇
食
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
門
上

武
司
氏
に
よ
る
食
材
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
を
掲
載
。

■
申
込
期
限　

12
月
９
日
㈮

■
配
布
日

　

12
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰　

■
配
布
部
数

　

１
０
０
０
部
（
１
世
帯
に
つ
き

１
部
と
し
ま
す
）

■
配
布
場
所　

各
公
民
館

■
申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の

商
工
振
興
課
産
業
情
報
係

TEL
０
８
９
７―

５
３―

０
０
１
０

多
量
の
ご
み
は
道
前
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
を

　

大
掃
除
や
引
越
し
な
ど
で
一
度

に
多
量
の
ご
み
が
出
た
と
き
は
、

道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
小
松

町
大
頭
）
へ
直
接
ご
み
を
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
利
用
上
の
注
意

〇
搬
入
の
際
は
許
可
申
請
書
が
必

要
で
す
。
申
請
書
は
、
市
庁
舎

別
館
衛
生
課
、
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
、
道
前
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

〇
搬
入
で
き
る
も
の
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
ご
み
と

同
じ
で
す
。
家
電
４
品
目
、
冷

凍
庫
、
パ
ソ
コ
ン
、
農
機
具
な

ど
、
市
で
収
集
し
て
い
な
い
ご

み
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

※
搬
入
で
き
な
い
ご
み
は
、
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
市
の
指
定
ご
み
袋
・
粗
大
ご
み

処
理
券
を
使
用
し
た
家
庭
ご
み

は
、
無
料
で
搬
入
で
き
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
家
庭
ご
み
は
、
10

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
30
円
の
処

理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
な
ど

の
資
源
ご
み
は
、
申
請
す
れ
ば

無
料
に
な
り
ま
す
。

〇
搬
入
時
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

必
ず
ご
み
は
家
庭
で
正
し
く
分

別
し
て
か
ら
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

〇
搬
入
で
き
る
ご
み
の
量
は
、
原

則
と
し
て
１
週
間
に
つ
き
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
ま
で
で
す
。

〇
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
、
ご
み

は
搬
入
者
自
ら
が
降
ろ
し
て
く

だ
さ
い
。

■
搬
入
可
能
な
日
時

　

月
～
土
曜
日（
祝
祭
日
を
含
む
）

　

９
時
～
12
時

　

13
時
～
16
時
30
分

※
年
末
年
始
（
12
月
31
日
～
１
月

３
日
）
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　

道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
９
８―

７
２―

３
８
４
３

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿

く
み
取
り
を
お
休
み
し
ま
す

■
ご
み
収
集
の
休
み

　

12
月
31
日
㈯
～
１
月
３
日
㈫
は

ご
み
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
。
年

末
年
始
の
ご
み
は
、
次
回
の
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

正
月
明
け
の
収
集
は
、
収
集
時

間
が
大
幅
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
必
ず
朝

８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し
て

い
る
方
へ

　

収
集
の
休
み
を
お
知
ら
せ
す
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、

担
当
課
窓
口
、
各
公
民
館
に
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
し
尿
く
み
取
り
の
休
み

　

左
表
の
日
程
で
各
く
み
取
り
業

者
が
休
業
す
る
予
定
で
す
。
年
末

年
始
の
前
後
は
、
く
み
取
り
の
依

頼
が
集
中
す
る
の
で
、
早
め
に
業

者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
別
館
衛
生
課
廃
棄
物
対

策
係　
　
　
（
内
線
２
４
５
２
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
１
５
５
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
２
０
９
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
１
３
２
）

■し尿くみ取り業者の休業予定期間

西条環境整備企業組合
㈲石鎚スカイクリーン
周桑衛生企業組合　 ℡0898－65－5659
みつわ衛生社 　　　℡0898－64－4943
㈲三芳衛生社 　　　℡0898－66－4098
㈲丹原清掃社 　　　℡0898－68－5015
ヒカリ環境開発㈲ 　℡0898－68－6533
周桑衛生企業組合 　℡0898－72－5226
㈲小松協同企業 　　℡0898－72－4498

12月31日～１月３日
12月30日（午後）～１月３日

12月30日（午後）～１月３日

12月29日～１月３日
12月30日～１月５日
12月31日～１月５日

12月31日～１月３日
12月29日～１月３日
12月31日～１月３日

旧西条市

旧東予市

旧丹原町

旧小松町

℡0897－55－3244
℡0897－57－7655

担当区域 業　　者　　名 休 業 期 間

新たに４社への分譲が決定！

　企業誘致を進めている東予インダストリ
アルパークの中小企業向け団地（約5.5㌶）
に、次の企業の立地が決定しました。
　今回の分譲で、中小企業向け団地の約96
％が分譲済みとなりました。※（　）は分譲面積。
〇有限会社稲井製作所（2,640㎡）
　本社：壬生川　業種：建築用金属製品製造
〇アート原色印刷株式会社（3,004㎡）
　本社：新居浜市　業種：印刷業
〇東予運輸倉庫株式会社（1,744㎡）
　本社：北条　業種：一般貨物自動車運送業
〇京都合成化学株式会社（1,650㎡）
　本社：京都市　業種：プラスチック部品製造 ※実際のデザインは写真と異

なる場合があります。
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災
害
流
木
配
布
終
了
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
で
は
、
昨
年
の
台
風
災
害
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
ま
た
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
台
風

災
害
に
よ
る
流
木
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
末
日
で

配
布
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
の
配
布
開
始
か
ら
１

３
４
日
間
で
、
延
べ
１
１
８
８
人

の
方
に
１
万
２
１
６
０
本
（
原
木

に
換
算
し
て
２
８
７
０
本
）
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

流
木
の
用
途
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、
薪
、
柱
、
丸
太
小

屋
、
ベ
ン
チ
、
テ
ー
ブ
ル
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

流
木
の
有
効
活
用
の
ほ
か
、
処
理

経
費
の
節
減
に
も
な
り
、
感
謝
し

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
の
市
税
ご
よ
み

20
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

分
の
督
促
状
の
発
送

26
日　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

　

人
権
週
間
は
国
民
一
人
ひ
と
り

が
「
人
権
」
と
い
う
も
の
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
行
為

に
よ
っ
て
他
人
の
人
権
を
侵
し
て

い
な
い
か
反
省
す
る
週
間
で
す
。

　

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を

営
む
た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場

を
尊
重
し
、
自
己
の
権
利
ば
か
り

を
主
張
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
心

が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
１
週
間
を
人
権
週
間
と

し
て
、
「
育
て
よ
う　

一
人
一
人

の　

人
権
意
識　

―

思
い
や
り
の

心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切

に―

」
を
重
点
目
標
に
、
次
の
こ

と
を
強
調
事
項
と
し
て
各
種
行
事

を
実
施
し
ま
す
。

■
強
調
事
項

〇
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

〇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

〇
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う　

〇
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

〇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

〇
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

〇
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

〇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

〇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

〇
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

〇
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

〇
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

〇
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

■
人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
松
山

地
方
法
務
局
西
条
支
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
市
民
相
談
課

　

市
民
相
談
係（
内
線
２
４
６
２
）

〇
松
山
地
方
法
務
局
西
条
支
局

TEL
０
８
９
７―

５
６―

０
１
８
８

災害流木の配布はテレビや新
聞などにも紹介されました。

市道武丈丸野線（武丈～丸野）

市道川西線（東宮～荒川）

市道大保木２・７号線（浦山）

長谷川水系（山口～大浜）

大保木谷川　ほか（千野々）

妙之谷川（小松町湯浪）

国道194号（中野～藤之石）

西条久万線（中野～西之川）

落合久万線（丹原町鞍瀬～明河）

早川（西早川）

市之川（市之川、津越）

妙之谷川（小松町大郷・妙口）

鞍瀬川（丹原町明河・鞍瀬）

志河川（丹原町志川・楠窪）

市
工
事
関
係

道
　

路

件数 進捗率 着手年月

平成17年４月９件 35％

平成17年４月６件 50％

平成17年４月10件 40％

平成17年４月７件 45％

平成17年４月３件 40％

平成17年４月１件 100％

平成17年３月16件 65％

平成17年３月40件 55％

平成17年２月13件 65％

平成17年３月２件 75％

平成17年３月６件 80％

平成17年３月６件 100％

平成17年３月６件 100％

平成17年３月６件 80％

復旧個所（該当地区）

河
　

川

道
　

路

河
　

川

県
工
事
関
係

区分西条市の災害復旧状況をお知らせします

　平成17年11月１日現在における、災害復旧工事の進
捗状況をお知らせします。
■主な災害復旧工事　右表をご覧ください。
■完了工事件数
〇愛媛県　道路（65件）、河川（90件）　計155件
〇西条市　道路（110件）、河川（50件）、農林（605件）
　　　　　公園（14件）、その他（12件）　計791件
■発注済（工事中）件数
〇愛媛県　道路（30件）、河川（36件）　計66件
〇西条市　道路（71件）、河川（35件）、農林（31件）
　　　　　計137件
■平成17年11月以降発注予定件数
〇愛媛県　道路（10件）、河川（２件）　計12件
〇西条市　道路（20件）、河川（１件）
　　　　　農林（15件）　計36件
■災害復旧工事の総件数・進捗率（発注予定を含む）
〇愛媛県　233件・80％　〇西条市　964件・50％
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市
役
所
の
 

電
話
番
号
 

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700 
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111 

引
き
続
き　

お
知
ら
せ



事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
災
保
険
未
加
入
の
費
用
徴
収

制
度
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
労
災

保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

11
月
１
日
か
ら
労
災
保
険
未
加

入
の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴
収

制
度
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
主
が
労
災
保

険
の
加
入
手
続
き
を
怠
っ
て
い
た

期
間
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

徴
収
す
る
他
に
、
労
災
保
険
か
ら

給
付
を
受
け
た
金
額
の
１
０
０
％

ま
た
は
40
％
を
事
業
主
か
ら
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

〇
愛
媛
労
働
局　

TEL
０
８
９―

９
３
５―

５
２
０
６

〇
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

TEL
０
８
９
７―

３
７―

０
１
５
１

平
成
18
年　

成
人
式

■
日
時　

１
月
８
日
㈰

　
　
　
　

12
時
30
分
受
付
開
始

　
　
　
　

13
時
式
典
開
始

■
場
所

　

総
合
体
育
館（
ひ
う
ち
１―

２
）

※
市
内
全
域
を
対
象
に
１
会
場
で

開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
昭
和
61

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

　

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
へ
は

12
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま

す
。
市
外
に
住
民
票
が
あ
る
方
で

西
条
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
場
合
は
、
生
涯
学
習
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
別
館
生
涯
学
習
課

　

社
会
教
育
係（
内
線
５
２
３
３
）

西
条
市
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
　
　
　

（
西
条
会
場
）

■
日
時　

12
月
18
日
㈰　

８
時
30

分
受
付
開
始
（
※
小
雨
決
行
）

■
場
所　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場

■
部
門
・
区
間

〇
一
般
男
子
の
部
（
５
区
間
）

〇
一
般
女
子
の
部
（
５
区
間
）

〇
中
学
男
子
の
部
（
８
区
間
）

〇
中
学
女
子
の
部
（
５
区
間
）

※
一
般
の
部
は
、
高
校
生
以
上
の

方
が
対
象
で
す
。

■
参
加
方
法

　

12
月
８
日
㈭
ま
で
に
、
次
の
と

こ
ろ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

〇
市
庁
舎
別
館
体
育
振
興
課

TEL
０
８
９
７―
５
２―

１
２
５
５

〇
東
予
体
育
館

TEL
０
８
９
８―

６
５―
５
５
４
６

〇
丹
原
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
丹
原
分
室　
（
内
線
２
２
３
）

〇
小
松
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
小
松
分
室　
（
内
線
２
３
３
）

※
２
月
５
日
㈰
に
は
東
予
会
場
で

の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

提携住宅ローンをご利用ください西条市・四国労働金庫

■利用できる方
〇西条市に居住または居住しようとする勤労者。
〇同居（予定）の家族がある方。
〇市町村税を完納し、前年の所得が1000万円未満の方。
〇市町村税完納者で返済能力のある連帯保証人があるか、もしくは保証機関の
　保証が受けられる方。
■制度の概要
〇使途：新築、増改築、分譲住宅・中古住宅購入、宅地購入
〇利用限度額：最高2000万円
〇返済方法：毎月返済・毎月ボーナス返済
〇返済期間：最長35年
〇保証機関：日本労働者信用基金協会（保証料率0.16％～0.23％）
■金利（平成17年11月30日現在）
〇固定金利選択型　３年・年2.10％（最優遇金利・年0.95％）
〇固定金利選択型　５年・年2.70％（最優遇金利・年1.75％）
※10年固定（最優遇金利・年2.60％）もご利用いただけます。
■問合せ　四国労働金庫西条支店　℡0897－56－2864
　　　　　市庁舎本館商工振興課労政雇用係　内線2547

　障害者の日は、1981（昭和56）年
の国際障害者年を記念して、また、
障害者週間は、障害問題に関する国
民の関心、理解を深めるとともに、
障害者の社会参加意識を高めるため
平成16年６月の障害者基本法改正に
よって定められました。
　障害のある人々が家庭や住み慣れ
た地域で、安心して快適な生活が送
れるような環境を整えることが求め
られています。
　「何かお手伝い
できることはない
でしょうか？」の
愛の一声運動など
温かい手を差し伸
べましょう。

　新しい年の門出を市民みんなで
祝う、平成18年新年市民祝賀会を
開催します。

日時 １月４日㈬　11時

場所 総合文化会館

■会費　１人 500円
■申込方法
　12月15日㈭までに会費を添えて、
市庁舎本館３階総務課、各総合支
所総務課、各公民館のいずれかで
お申し込みください。
■問合せ
　市庁舎本館総務課
　総務係　℡0897－52－1256
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西
條
史
談
会
創
立
25
周
年
記
念

文
化
講
演
会

　

日
本
史
の
教
科
書
に
も
記
載
さ

れ
て
い
る
遣
隋
使
に
つ
い
て
、
講

師
の
新
た
な
説
を
聴
く
こ
と
が
で

き
る
講
演
会
で
す
。

■
日
時　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）
３
階
研
修
室

■
講
師　

山
口
県
立
大
学
助
教
授

　
　
　
　

野
口
義
廣
氏

■
演
題

〝
知
〟
の
世
界
に
お
け
る
バ
ブ
ル

崩
壊
の
始
ま
り　

―

日
本
の
人
文

科
学
界
に
お
き
た
〝
パ
ラ
ダ
イ

ム
・
シ
フ
ト
〟
を
め
ぐ
っ
て―

■
問
合
せ　

西
條
史
談
会
事
務
局

TEL
０
８
９
７―

５
３―

１
４
５
７

第
６
回　

国
際
交
流
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト

　

市
民
と
外
国
人
の
方
が
、
国
際

交
流
や
日
本
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
す
る

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

■
日
時　

12
月
11
日
㈰　

13
時

■
場
所　

丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

〇
小
学
生
の
ス
ピ
ー
チ

〇
中
・
高
校
生
の
英
語
弁
論

〇
外
国
人
の
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

〇
日
本
人
の
中
国
語
ス
ピ
ー
チ

■
問
合
せ　

丹
原
総
合
支
所
・
市

教
委
丹
原
分
室
内
の
丹
原
町
国
際

交
流
協
会
事
務
局（
内
線
２
２
３
）

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　

適
切
な
応
急
手
当
の
方
法
を
身

に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

　

講
習
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対

外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
18
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

　
　
　
　
　
（
新
田
１
８
３―

１
）

■
申
込
先

〇
東
消
防
署

TEL
０
８
９
７―

５
５―

０
１
１
９

〇
西
消
防
署

TEL
０
８
９
８―

６
８―

０
１
１
９

日
本
語
教
師
養
成
講
座

　

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
て
み

た
い
初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
座

で
す
。
外
国
語
が
で
き
な
く
て
も

受
講
で
き
ま
す
。

■
日
時　

１
月
～
３
月
の
木
曜
日

（
計
10
回
）　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
も

て
こ
い
元
気
館
）
研
修
室
な
ど

■
定
員　

20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

国
際
交
流
係（
内
線
２
５
２
６
）

申込先：アサヒビール㈱四国工場
　　　　ご案内係　℡0897－53－7770

　ビール製造工程の見学、出来たての
ビールやワインを試飲いただけます。
　クリスマスの雰囲気を味わいながら
アサヒビール四国工場で楽しいひとと
きを過ごしませんか？
※自動車などを運転する方には、ソフトドリンク
　を用意しています。

日時：12月１日㈭～25日㈰
　　　９時30分～15時
　　　30分ごとにスタート（所要時間75分）
場所：アサヒビール㈱四国工場
　　　（ひうち２－６）
料金：無料（予約が必要です）

日　　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

12月のスポーツカレンダー

全日本女子ソフトボール
宇津木妙子前総監督講演会

受講料　無料（整理券が必要です）
定員　400人（先着順）
申込方法　氏名・住所・電話番号を明記
　して、郵送・ファックスのいずれかで
　お申し込みください。
申込先　西条労働会館宛
〇郵送の場合
　〒793－0042　喜多川366－3
〇ファックスの場合
　℻0897－56－6990（電話と兼用）

　オリンピックなど数々の世界大会で、全日
本女子ソフトボールチームを輝かしい成績に
導き出した宇津木妙子氏を講師に招き、豊富
な経験や哲学などから幅広いお話しをいただ
きます。

主催　西条労働者福祉協議会

日時　１月11日㈬　18時開演

場所　西条国際ホテル（大町771－１）
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市
役
所
の
 

電
話
番
号
 

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700 
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111 

引
き
続
き　

催
し



製造事業所の皆さまへ 工業統計調査にご協力ください
　平成17年工業統計調査を12月31日現在で行います。
　調査員が12月から来年１月にかけてお伺いします。
　調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘密が厳守されますので
正確なご記入をお願いします。
　なお、調査員は、愛媛県知事から任命された地方公務員です。知事が交付した「調査員
証」を必ず身に付けていますので、ご確認ください。
問合せ　市庁舎本館総務課広報統計係（内線2129）、各総合支所総務課総務調整係経済産業省・愛媛県・西条市

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

　

個
人
の
持
つ
悩
み
や
不
安
な
ど

心
理
的
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
、

援
助
や
助
言
を
与
え
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
理
論
や
技
法
を
学
ぶ
講

座
で
す
。

　

子
育
て
や
人
間
関
係
に
不
安
を

お
持
ち
の
方
に
も
き
っ
と
役
立
つ

内
容
で
す
。

■
日
時
（
計
４
回
）

①
１
月
21
日
㈯　

13
時
～
17
時

②
１
月
22
日
㈰　

９
時
～
17
時

③
２
月
18
日
㈯　

13
時
～
17
時

④
２
月
19
日
㈰　

９
時
～
17
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
も

て
こ
い
元
気
館
）
研
修
室
２

■
講
師　

え
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
代
表　

南
修
治
氏

■
定
員　

40
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

申
込
先
に
受
講
申
込
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

12
月
20
日
㈫

■
申
込
先

〇
市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

　

人
権
教
育
係（
内
線
５
２
４
２
）

〇
東
予
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
東
予
分
室　
（
内
線
３
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
丹
原
分
室　
（
内
線
２
２
３
）

〇
小
松
総
合
支
所
・
市
教
育
委
員

会
小
松
分
室　
（
内
線
２
３
３
）

丹
原
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

初
心
者
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ

ン
教
室
で
す
。
文
章
作
成
、
表
計

算
の
２
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時

〇
文
章
作
成
コ
ー
ス
（
計
６
回
）

　

１
月
16
日
～
２
月
20
日
の
月
曜

日　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

〇
表
計
算
コ
ー
ス
（
計
６
回
）

　

１
月
18
日
～
２
月
22
日
の
水
曜

日　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所　

佐
伯
記
念
館

■
対
象

　

18
歳
以
上
の
方（
学
生
を
除
く
）

■
定
員　

各
18
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料

　

１
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

■
申
込
期
限　

12
月
22
日
㈭

■
申
込
先

　

丹
原
総
合
支
所
・
市
教
委
丹
原

分
室
社
会
教
育
係（
内
線
２
２
５
）

障
害
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

障
害
の
あ
る
人
々
の
パ
ソ
コ
ン

活
用
に
よ
る
社
会
参
加
を
支
援
す

る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る

人
の
補
助
や
、
支
援
機
器
の
活
用

方
法
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
日
時　

１
月
14
日
か
ら
毎
週
土

曜
日
（
計
４
回
）　

10
時
～
12
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
（
周
布
４

０
１―

１　

東
予
体
育
館
横
）

■
申
込
期
限　

１
月
７
日
㈯

■
申
込
先　

パ
ソ
ボ
ラ
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
・
黒
河
）

TEL
０
８
９
８―

６
６―

１
２
３
７

母
子
家
庭
等
就
職
準
備
・
離
職

転
職
セ
ミ
ナ
ー

　

効
果
的
な
就
職
活
動
を
行
う
た

め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
を
習
得

す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
就
職
活
動

の
心
構
え
、
就
職
先
の
探
し
方
、

履
歴
書
の
書
き
方
・
面
接
の
受
け

方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
日
時

　

１
月
13
日
㈮　

10
時
～
15
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
も

て
こ
い
元
気
館
）
研
修
室
２

■
対
象
者

　

就
職
を
希
望
す
る
母
子
家
庭
の

母
親
ま
た
は
寡
婦
の
方
。

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

12
月
15
日
㈭

■
申
込
方
法

　

申
込
先
に
所
定
の
用
紙
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
に
は
認
印
が
必
要
で
す
。

■
申
込
先

〇
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

女
性
係　
　
（
内
線
２
３
３
４
）

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
５
）

〇
丹
原
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

〇
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
）

■
主
催　

㈶
愛
媛
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

12
月
の
人
材
育
成
研
修
講
座

■
パ
ソ
コ
ン
研
修
講
座

〇
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ―

Ｃ
Ａ
Ｄ
実
務
実
践

編

　

14
日
㈬
～
16
日
㈮　

10
時
～
17
時

〇
業
務
用
ア
ク
セ
ス

　

10
日
㈯
・
17
日
㈯　

９
時
～
16
時

■
経
営
・
管
理
研
修
講
座

〇
人
事
セ
ミ
ナ
ー
②

　

６
日
㈫　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
社
会
人
基
礎
研
修
講
座

〇
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
②

　

６
日
㈫　

９
時
～
16
時

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業

創
造
セ
ン
タ
ー
（
TEL
０
８
９
７―

６
６―

１
１
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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男
女
共
同
参
画
計
画
・
中
間
案

意
見
・
提
言
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
を
め
ざ
し
て
、
総
合
的
な

施
策
に
取
り
組
む
た
め
「
男
女
共

同
参
画
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
計
画
の
中
間
案
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
公
表
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・

ご
提
言
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提

言
は
、
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
内

容
を
審
議
し
て
い
る
推
進
会
議
や

庁
内
連
絡
会
議
で
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

多
く
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
中
間
案
の
入
手
方
法

　

市
庁
舎
本
館
４
階
の
企
画
課
、

各
総
合
支
所
の
総
務
課
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
遠
隔
地
の
方
に
は
郵

送
し
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
中
間
案
の
公
表
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

■
ご
意
見
・
ご
提
言
の
提
出
方
法

　

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

■
提
出
先

　

西
条
市
役
所　

企
画
調
整
課

　

男
女
共
同
参
画
係　

宛

〇
郵
送
の
場
合

　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋

敷
１
６
４

〇
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

ＦＡＸ
０
８
９
７―

５
２―

１
２
０
０

〇
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　

kikaku
@
saijo-city.jp

■
提
出
期
限　

12
月
28
日
㈬

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
企
画
課
男
女
共
同

参
画
係　
　
　
（
内
線
２
５
２
６
）

自
衛
官
募
集

■
募
集
職
種
・
応
募
資
格

〇
自
衛
隊
生
徒

　

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中

学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
見
込
み

の
者
を
含
む
）

〇
２
等
陸
・
海
・
空
士

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

〇
自
衛
隊
生
徒

　

１
月
10
日
㈫
ま
で
（
必
着
）

〇
２
等
陸
・
海
・
空
士

　

年
間
を
通
じ
て
実
施
。

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

TEL
０
８
９
７―

３
２―

５
３
９
６

楠
河
簡
易
郵
便
局
の
受
託
者
を

募
集
し
ま
す

　

東
予
郵
便
局
で
は
、
郵
政
窓
口

事
務
の
委
託
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
楠
河
簡
易
郵
便
局
の
受
託

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

受
託
者
に
は
委
託
契
約
に
よ
っ

て
、
郵
便
や
郵
便
貯
金
な
ど
郵
政

窓
口
事
務
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

委
託
事
務
内
容
に
応
じ
て
取
扱
手

数
料
を
支
払
い
ま
す
。

※
委
託
事
務
を
行
う
た
め
の
必
要

な
施
設
・
経
費
は
、
受
託
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

■
設
置
予
定
場
所

　

旧
楠
河
簡
易
郵
便
局
付
近

　
　
　
（
河
原
津
甲
３
７
７―

４
）

■
委
託
す
る
事
務
の
内
容

　

郵
便
、
郵
便
貯
金
、
郵
便
為
替
、

郵
便
振
替
、
福
祉
年
金
、
国
民
年

金
法
に
定
め
る
保
険
料
お
よ
び
道

路
交
通
法
に
定
め
る
反
則
金
な
ど
、

簡
易
生
命
保
険
業
務
に
関
す
る
郵

政
窓
口
業
務
。

■
受
託
資
格
（
概
要
）

〇
十
分
な
社
会
的
信
用
を
有
し
、

郵
政
窓
口
事
務
を
適
正
に
行
う

た
め
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る

法
人
ま
た
は
25
歳
以
上
の
個
人
。

〇
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組

合
、
消
費
生
活
協
同
組
合
等
。

■
申
込
期
限　

１
月
10
日
㈫

■
問
合
せ　

東
予
郵
便
局
総
務
課

TEL
０
８
９
８―

６
４―

３
１
８
１

　松山空港利用促進協議会では、松山空港国際線を利用したモニターツ
アーを実施します。旅行代金の一部は協議会が負担します。
　モニターツアーであるため、参加者にはツアー終了後、簡単なアンケ
ートにご協力いただきます。
■問合せ　松山空港利用促進協議会（愛媛県庁国際交流課内）
　　　　　℡089－912－2311　URL www1.e-machisite.net/ap-ehime/

■募集するモニターツアー
募 集 人 数

（原則２人１組）出　発　日

シンガポール・マレーシア周遊

美・食・遊・楽 in ソウル 12月12日・14日、
１月９日・11日・23日・25日
12月19日、１月９日・23日、
２月６日・20日

２月６日、３月６日

２月13日、３月13日

満喫上海５日間

西安・北京周遊

85組・170人

60組・120人

25組・50人

15組・30人

ツ ア ー 名

※料金や申込方法など詳しくは松山空港利用促進協議会へお問い合わせください。

　市では今後の防災活動に生かすため、
市内で過去にあった豪雨・地震などの災
害体験談を募集します。
　皆さんが過去に体験した災害での出来
事や、災害に関する言い伝えなど、後世
へ語り継ぎたい災害体験談を教えてくだ
さい。ご連絡をお待ちしています。
■次の方法でお寄せください
　手紙、はがき、ファックスなどでお寄
せください。希望される場合は、ご自宅
へも伺いますのでご連絡ください。
　宛先：西条市役所　災害復旧対策室
　　　　〒793－8601　明屋敷164
　　　　FAX 0897－52－1260
　　　　e-mail　saigai@saijo-city.jp

※体験談は公表する場合があります。匿名を希望す
　る方は「匿名希望」と明記してください。

■問合せ　市庁舎別館　災害復旧対策室
　　　　　℡0897－56－5151　内線5843
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西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700 
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111 



　平成18年４月から市内各保育所（園）への入所を希望さ
れる方を対象に、入所申込の受け付けを実施します。
■申込方法
　保育所への入所を希望される方は、次の申込受付場所に
ある入所申込書に必要事項を記入して提出してください。
■申込受付場所
〇右表の各保育所
〇市庁舎別館女性児童福祉課　〇東予総合支所福祉課
〇丹原総合支所保健福祉課　　〇小松総合支所保健福祉課
■受付期間　12月１日㈭～16日㈮  
■入所要件
　次のいずれかの事情にある家庭で、かつ同居している方
も児童を保育できない場合。
〇保護者がいつも外に出て働いている。
〇保護者が昼間、家庭内で家事以外の仕事をしている。
〇母親が出産前後（各３カ月の範囲）または病気や心身に
　障害がある。
〇保護者が家庭で長期にわたる病人や心身に障害のある人
　の看護に従事している。
〇家庭の災害によって復旧の間、保育が困難である。
※入所の希望者が多く定員を超える場合、または家庭での
　保育ができない程度によっては、入所できない場合があ
　ります。あらかじめご承知ください。
■面接の実施
　新規入所児童の保護者を対象に、１月中に各保育所で面
接を行います。日程は申込書と一緒にお渡しする「保護者
へのお知らせ」に掲載していますので、ご確認ください。

　次の特別保育事業（延長保育・休日保育）を希望する方
は、入所申込書の入所希望理由欄に「〇〇保育希望」と、
希望する事業名を記入してください。
延長保育のご案内
　保護者の勤務時間などの都合で、通常保育時間を超えて
保育が必要なときに児童をお預かりします。
■実施している保育所
〇東予南保育所　　〇丹原保育所　　〇小松東保育所
〇小松西保育所　　〇飯岡保育園　　〇西条保育所
〇富士保育園　　　〇中川さくら保育園
休日保育のご案内
　保護者の勤務日などの都合で、休日に保育が必要なとき
に児童をお預かりします。
■実施している保育所
〇飯岡保育園　　　〇花園保育園

〇市庁舎別館　　女性児童福祉課児童係　　　内線2332
〇東予総合支所　福祉課女性児童福祉係　　　内線135
〇丹原総合支所　保健福祉課女性児童福祉係　内線212
〇小松総合支所　保健福祉課女性児童福祉係　内線122

　みどり保育園の分園として、わかば保育園が朔日市804番
地に平成18年４月１日から開設される予定です。
　わかば保育園では通常保育に加え、児童を24時間保育する
ことのできる夜間保育を実施する予定です。
■わかば保育園への入所申込方法
　入所申込書の希望保育所欄に「わかば保育園」と記入し、
みどり保育園へ申込んでください。夜間保育を希望する方は
希望理由欄に「夜間保育希望」と記入してください。
■夜間保育を希望する方へ
　夜間保育では18時30分から翌朝７時30分までの間、児童を
お預かりすることができます。夜間保育の利用には、別途保
育料が必要となります。
　夜間保育のみの利用はできない場合がありますので、詳し
くは、みどり保育園または市庁舎別館女性児童福祉課へお問
い合わせください。

禎瑞保育所  60人 禎瑞 ℡0897－57－9220

東予南保育所 石田 ℡0898－64－3074

℡0898－66－1291

℡0898－66－5309

℡0898－66－5065

℡0898－66－5507

℡0898－68－7422

℡0898－68－6377

℡0898－72－2305

℡0898－72－2837

℡0898－72－2138

東予中央保育所 国安

東予北保育所 新町

河北保育所 三芳

庄内保育所 旦之上

丹原保育所 丹原町今井

田野保育所 丹原町北田野

小松東保育所 小松町新屋敷

小松西保育所 小松町南川

石根保育所 小松町大頭

 90人

 90人

 90人

120人

 45人

 90人

 60人

120人

 90人

 90人

保 育 所 名 定 員 所 在 地 電 話 番 号

℡0897－56－2381

℡0897－56－6527

℡0897－55－8339

℡0897－55－3652

℡0897－56－9388

℡0897－55－3106

℡0897－55－3560

℡0897－55－3052

℡0897－55－7143

℡0897－55－3656

℡0897－57－9117

℡0897－57－9217

℡0897－55－2780

℡0897－55－2780

℡0898－64－0315

℡0898－68－7377

℡0898－73－2308

℡0898－76－6007

飯岡保育園 飯岡

みのり保育園 下島山甲

玉津保育園 玉津

大町保育園 大町

東予乳幼児保育園 大町

西条保育所 本町

めぐみ保育園 朔日市

神拝保育園 神拝甲

古川保育園 古川甲

神戸保育園 洲之内甲

橘保育園 西泉乙

ひかり保育園 氷見乙

みどり保育園 喜多川

わかば保育園 朔日市

富士保育園 三津屋南

花園保育園 周布

中川さくら保育園 丹原町来見

湯谷口保育園 丹原町湯谷口

 90人

 60人

 60人

150人

 90人

 60人

200人

180人

 90人

 60人

 45人

 45人

 90人

 30人

120人

 90人

 90人

 30人

保 育 所 名 定 員 所 在 地 電 話 番 号
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石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29
TEL0898－76－3111（オアシス）　TEL0898－76－3511（椿交流館）

12月の休館日　※年末年始も開館します。
○石鎚山ハイウェイオアシス館は休まず開館します。
○椿交流館（椿温泉こまつ）は毎週水曜日。
開館時間
○石鎚山ハイウェイオアシス館
　９時30分～18時（入館受付は17時30分で終了）
○椿交流館（椿温泉こまつ）
　10時～22時（札止めは21時30分）

丹原地区小・中学生の作品展
　12月16日㈮～１月８日㈰
　丹原地区の小・中学生の絵と工作作品を展示します。元気
と夢とアイデアいっぱいの作品を、ぜひご覧ください。
愛蔵品展　12月11日㈰まで
　先月に引き続き、市民の方からお借りした書画・骨董など
を展示します。

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　TEL0898－68－4610

12月と年始の休館日：毎週月曜日、23日㈮、28日㈬～１
月３日㈫
開館時間：８時30分～17時

星野遺跡出土品展　※土・日曜日のみ開館。
　12月３日㈯～平成18年11月26日㈰
　丹原町徳能星野地区にある星野遺跡（約7,000㎡）の、縄
文期から南朝の将・得能氏に関係する出土品を展示します。

丹原ふるさと歴史館
丹原町池田1707－１　TEL0898－68－6261

開館時間：９時～17時
※丹原ふるさと歴史館は毎週土・日曜日のみ開館してい
ます。12月31日㈯・１月１日㈰は休館します。

考古歴史館
福武乙27－6　TEL0897－55－0419

私達の干支作品　12月１日㈭～25日㈰
　版画、年賀切手、竹細工、押し絵、紙粘土、水彩画、鑑賞
石など、市内で創作活動をしている皆さんが制作・収集され
た干支作品を展示します。

12月と年始の休館日：毎週月曜日、27日㈫、29日㈭～１
月３日㈫
開館時間：９時～17時

産業学習館
三津屋南2－54　TEL0898－64－7181

12月と年始の休館日：毎週月曜日、23日㈮、28日㈬～１
月４日㈬

開館時間：10時～17時

生涯学習の館
天神1－205　TEL0897－53－8686

趣味の洋裁展　12月１日㈭～28日㈬
　学習グループによる作品展です。
水彩画・油絵教室
　毎月第１・３土曜日　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
木工創作教室
　毎月第2・４土曜日　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。

12月と年始の休館日：毎週月曜日、27日㈫、29日㈭～１
月３日㈫

開館時間：９時～22時

昔なつかしのプラモヤ展
　３月31日㈮まで（予定）オアシスギャラリー（有料）
　昭和の少年たちに贈る。そ
こにはメカに詳しいオヤジと
ボクたちの夢の扉があった。
昭和40～50年代のプラモ屋
を再現。ぜひ、あのころを思
い出してみてください。
　展示協力：市内在住・伊川茂樹さん
オアシスギャラリー・椿交流館の出展者募集！
　オアシス館のオアシスギャラリーや椿交流館に、あなたの
作品を展示してみませんか？　展示内容など詳しくは、オア
シス館のスタッフへお気軽にご相談ください。

押し花アート展　椿交流館
　12月１日㈭～１月３日㈫
　小松町在住の黒木鶴美さんと仲間
たちの作品展です。自然に咲く美し
い草花との出会いや、幸せを願った
純粋な気持ちが伝わる、そんな作品
に仕上がりました。

各種教室受講生募集　申込期限：12月25日㈯
　産業学習館では、１月～３月
（月２回程度実施）に開催する次
の教室の受講生を募集します。
　受講料：無料（材料費は個人負

担）
　定員：各教室15人（先着順）
染め紙教室
　開講日　Ａ班：１月11日㈬　Ｂ班：１月12日㈭
ちぎり絵教室
　開講日　Ａ班：１月13日㈮　Ｂ班：１月20日㈮
俳画教室（初級）
　開講日　Ａ班：１月17日㈫　Ｂ班：１月18日㈬
俳画教室生の作品展　12月18日㈰～１月15日㈰
　俳画教室受講生の皆さんによる力作を多数展示します。
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丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　TEL0898－75－3933

12月と年始の休館日：毎週月曜日、28日㈬～１月４日㈬
開館時間：10時～21時

小・中学生無料開放日
　12月３日㈯・10日㈯　10時～12時
無料バタフライ教室　12月24日㈯　10時30分～11時
　対象：小・中学生

西条郷土博物館
明屋敷237－1　TEL0897－56－3199

おもしろ陶磁器展　12月１日㈭～28日㈬
有名俳人掛軸展　12月１日㈭～28日㈬
日本史講座　12月22日㈭　13時30分～15時
　テーマ：赤穂浪士　講師：塩見淳氏

12月と年始の休館日：毎週月曜日、27日㈫、29日㈭～１
月３日㈫

開館時間：９時～17時

愛媛民芸館
明屋敷238－8　TEL0897－56－2110

陶・木・染　三人展　12月７日㈬～18日㈰
　兵庫県民芸協会会員として、現代くらしの工芸品製作活動
を続けている、陶器・広瀬汎亭、木工・大前隆一、染色・中
川伊津美、３氏の作品を展示即売します。
干支郷土玩具展　12月７日㈬～１月31日㈫
　各地で作られた「戌（いぬ）」の郷土玩具・約50点を展示
します。

12月と年始の休館日：毎週月曜日、27日㈫～１月３日㈫
開館時間：９時～16時30分

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

小松ゆかりの絵画と肖像画
－特別公開　小松藩主・一柳直卿公肖像画を展示－

　12月25日㈰まで
　江戸から現代にかけての狩野派、文人
画、俳画、油絵などの優品のほか、小松
藩三代藩主・一柳直卿公の寿像を展示し
ています。寿像は資料保存のため、12月
は４日～11日と18日～25日の２回公開。

親子木工教室 24日
13：30～16：30

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

木彫教室 小・中学生　定員：20人
費用：30～400円

18日
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生　定員：10人

10日
13：30～15：30七宝焼教室 小学生以上　定員：15人

費用：400円

10日
13：30～15：00将棋教室 小学４～６年生

定員：10人

３日・11日
13：30～16：30

染め物教室
小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　費用：250円
必要な物：エプロン

25日
13：30～16：30おもしろ工作教室 小学生

地球探検　第５回
化石の複製を作ろう

18日
13：30～15：30

小学４年生以上
定員：30人

楽しい電子工作
電子草ぶえを作ろう！

３日
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年は保護者同伴

小・中学生　定員：10人
小学１～３年は保護者同伴

楽しい電子工作
光センサーライトを作ろう！

18日
10：00～12：00

10日・17日
10：00～12：00絵画教室 小学２～６年生

定員：10人

17日
13：30～15：30イラスト教室 小学３～中学生

定員：10人

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

10日
19：00～20：30

４日・23日
13：30～15：30

太陽や星を見る会 第５回
秋、冬の星座と月・火星

小学４年生以上
定員：60人

毎週土・日曜日
14：00～14：30おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

楽しい英語による大型絵本
の読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

毎週土曜日
11：00～12：00子ども放送局 子ども向け番組の放送

こどもの国　12月の行事予定

12月と年始の休館日：毎週月曜日、27日㈫～１月３日㈫
開館時間：９時30分～17時30分

こどもの国　明屋敷131－2　TEL0897－56－8115

プラネタリウム情報

「マンボウ君～ふんわり宇宙へ～」「くいしんぼうの月」
　この番組の投影は12月中旬までです。お見逃しなく！
投影開始時間（10分前にはお越しください）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

キャラクター＆イラスト展
　12月１日㈭～15日㈭
　各地で紙粘土教室を行っている真木捷太郎（さなぎ・しょ
うたろう）さんのキャラクター作品を、１階ロビーに多数展
示します。

12月と年始の休館日：毎週月曜日、27日㈫、29日㈭～１
月３日㈫

開館時間：８時30分～17時
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児 童 館 の お 知 ら せ

　各児童館で開催する催しや教室を紹介します。
詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い
合わせください。

西条児童館　大町456－1　TEL0897－56－2511
■ゲーム遊び
　12月10日㈯　14時～15時30分
　対象：５歳～小学生
※小学生以外は保護者が同伴してください。
■太極拳（申込必要　定員：15人）
　12月17日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生から大人まで参加できます。
■クリスマス会（申込必要　定員：50人）
　12月18日㈰　10時～11時
　対象：幼児と小学生（幼児は保護者同伴）
■親子体操（申込必要　定員：15組）
　12月20日㈫　10時30分～11時15分
　対象：２歳以上の幼児と保護者
西条西部児童館　氷見西新開59　TEL0897－57－6061
■こども映画会「それいけ　アンパンマン」
　12月３日㈯　13時30分～14時30分
■ネイチャークラフト（申込必要　定員：20人）
　12月10日㈯　10時30分～12時
　自然の素材を使った手工芸品、ネイチャークラ
フトを製作します。　対象：小学生
■クリスマス会（申込必要　定員：40人）
　12月24日㈯　10時30分～12時
　対象：幼児と小学生
東予西児童館　広岡甲92－2　TEL0898－66－5342
■クリスマスリース作り
　12月１日㈭～９日㈮
■クリスマス会（申込必要　定員：50人）
　12月10日㈯　10時
　朝倉人形劇団「つくしちゃん」による人形劇、
ゲーム、クリスマスケーキ作りを行います。
■大掃除とおもちつき
　12月25日㈰　９時30分
丹原児童館　丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960
■ＶＹＳと遊ぼう
　12月４日㈰　14時～16時
　ＶＹＳのお兄さんやお姉さんと一緒にゲームや
工作遊びをします。
■食べれるツリー作り
　12月20日㈫・21日㈬　13時30分
■ねぼすけサンタのクリスマス（申込必要）
　12月25日㈰　14時～16時予定
　フェイスペイント、正月飾り作り、キャンドル
サービス、プレゼント交換をします。

▼12月のカワセミ号巡回コース▼　※（　）は停留時間
　カワセミ号は市内を巡回する移動図書館車です。カワセミ号を
ご利用いただくには、西条図書館の利用カードが必要です。
　詳しくは、西条図書館へお問い合わせください。
■12月６日・20日（火曜日）
　加茂公民館（10：00 ～ 10：30）→伊曽乃神社鳥居前（10：50 ～ 11：30）→中
川公民館（14：00 ～ 14：50）→氷見公民館（15：30 ～ 16：20）
■12月13日・27日（火曜日）
　玉津団地集会所（10：00 ～ 10：30）→大谷西（10：40 ～ 11：20）→港新地集
会所（13：30 ～ 14：00）→生涯学習の館北側（14：30 ～ 15：10）→玉津小学校（15：
20 ～ 16：20）
■12月７日・21日（水曜日）
　千野々バス停前（10：00 ～ 10：30）→舟形バス停横（11：00 ～ 11：30）→新
御堂児童公園（13：30 ～ 14：00）→野々市集会所（14：10 ～ 14：40）→橘公民
館（14：50 ～ 15：20）→神戸公民館（15：40 ～ 16：30）
■12月14日・28日（水曜日）
　船屋集会所（10：00 ～ 10：40）→飯岡戻川集会所（11：00 ～ 11：30）→飯岡
公民館（13：30 ～ 14：30）→西福寺入口（14：50 ～ 15：20）→ＪＡ西条玉津支
所（15：40 ～ 16：10）
■12月３日・17日（土曜日）
　飯岡西原集会所（10：00～ 10：40）→グリーンハイツ集会所（10：50～ 11：30）
→オレンジハイツグラウンド（13：30～ 14：20）→大町公民館（14：40～ 15：30）
■12月10日・24日（土曜日）
　石根公民館（10：00 ～ 10：40）→氷見西町集会所（11：00 ～ 11：30）→旧西
田郵便局横（13：30 ～ 14：10）→禎瑞中組（14：30 ～ 15：00）→八幡集会所（15：
20 ～ 15：50）
■12月４日・18日（日曜日）
　兎之山集会所（10：00 ～ 10：30）→ＪＡ西条神戸低温倉庫（11：00 ～ 11：30）→
ＪＡ周桑徳田支所（14：00 ～ 14：40）→ＪＡ周桑光下田出張所（15：00 ～ 15：40）
■12月11日・25日（日曜日）
　若葉町みんなの広場（10：00 ～ 10：30）→ファミリーハイツ北公園（10：50
～ 11：30）→田野公民館（14：00 ～ 14：40）→佐伯記念館（15：00 ～ 15：50）

西条図書館　　　明屋敷238－2	 TEL0897－56－2668

東予図書館　　　周布427	 TEL0898－65－4797

小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1	 TEL0898－72－5634

山内一豊とそ
の妻千代の実
像に迫る、書
き下ろし歴史
小説。
出版：日本放
送出版協会

サンタさんって
謎だらけ。驚く
べきヒミツ、サ
ンタさんの極秘
情報が次々と分
かります。
出版：あすなろ
書房

今月の新着本
三番手の男
童門冬二／著

だれも知らないサンタの秘密
アラン・スノウ／作　三辺律子／訳

12月と年始の休館日：毎週月曜日、27日㈫～１月３日㈫
開館時間：９時30分～19時

12月と年始の休館日：毎週月曜日、23日㈮、
29日㈭～1月３日㈫

開館時間：８時30分～ 17時

東予郷土館 周布427　TEL0898－65－4797

詳しく知ろう永納山城！
　12月22日㈭まで
　先月に引き続き、永納山城跡の発見から
国史跡に指定されるまでの歩み、発掘の成
果などを写真パネルや図で紹介します。
館蔵品展　12月25日㈰～2月15日㈬
　絵画や掛軸など、当館が所蔵する美術品の一部を展示します。

12月と年始の休館日：毎週月曜日、27日㈫、29日㈭～１月３日㈫
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
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人権・同和教育シリーズ　No.13

ありがとうございました
　次の方々からご好意、ご寄付等をいただきました。厚く

お礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ

▽杉野竜司（広岡）、▽藤原孝二（高田）、▽笹本陽地

（三津屋）、▽横山勝美（丹原町徳能）、▽田中一夫（丹

原町北田野）、▽加藤千恵子（神戸市）、▽あゆみ演歌の

会、▽国興産業㈱、▽中川さくら保育園保護者会、▽小松

歌謡クラブ

■老人ホーム明水荘へ

▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）、▽散髪　伊藤泰博

（明神木）、▽新聞　芥川秀人（神拝甲）、▽押し花指導

　佐藤ミヨ・秋月理作子（大町）、▽フルーツゼリー　三

好寿麻子（福武甲）、▽慰問・清酒　百軒巷だんじり、▽

慰問・清酒　松之巷だんじり、▽慰問　八丁だんじり、▽

車椅子・阿部春子コンサート　西条石鎚ライオンズクラ

ブ・阿部春子、▽柿・さつまいも　西条地域労働者福祉協

議会

■老人ホーム石燧園へ

▽フラワーアレンジメント　丹原町商工会女性部、▽縫物

奉仕　周桑天理教婦人部、▽物故者回向　丹原町仏教会

■特別養護老人ホーム道前荘へ

▽喫茶・カレンダー作り・紙芝居　コープえひめ福祉グル

ープ、▽踊り・歌　楠河藤の会、▽フラワーアレンジメン

ト　丹原町商工会女性部、▽除草作業　東予高等学校生徒、

▽物故者回向　丹原町仏教会

地区別人権・同和教育研究協議会に参加して
教育委員会小松分室　松木　康

■明かりを消してみよう
冬至（12月22日）は１年で一番夜が
長い日とされています。たまには明
かりを消して、キャンドルを灯して
ロマンティックな夜を過ごしてみてはいかがですか？

※西条市全世帯で１部屋の電気を２時間消すと、平均的な家庭
　４カ月半分の電気を節約したことになります。
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四国電力㈱西条営業所から
街路灯が寄贈されました

　四国電力㈱西条営業所から市へ街路灯47灯が寄贈されることに
なり、10月21日㈮に、市長に目録が手渡されました。
　この街路灯寄贈は、四国電力㈱「よんでんふれあい旬間」事業
によるもので、平成４年から毎年実施されています。

▶
四
国
電
力
㈱
西
条
営
業
所
所
長
か
ら

目
録
を
受
け
取
る
伊
藤
市
長
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バドミントンで全国大会出場

11／１　市民表彰式

西条リトルシニアリーグ全国大会出場

10／29　女性起業家スクール
　　　　オープニングセミナー

「大宮橋」が選奨土木遺産に認定

10／23　女性消防団員が防災の呼びかけ

11／６　少年消防クラブ大会

11／15　全国治水砂防大会で緊急提言

　市政施行記念日
に、市民表彰式が
総合文化会館で開
催されました。
　社会公共の福祉
等にご尽力された
市民の模範となる
６名の受賞者に、
市長から表彰状・
記念品が贈呈され
ました。

　四国小学生バドミントン大会
の５年生以下男子シングルスで、
神拝小学校５年の松本健吾くん
が準優勝という成績を納め、12
月22日から奈良県で開催される
全国大会に出場します。
　全国大会を前に伊藤市長を表
敬訪問した松本くんは市長から
激励を受け、全国大会での活躍
を誓いました。

　第12回全国選抜大会関西連盟大会四国ブロック予選が開催さ
れ、西条リトルシニアリーグが創立２年目にして優勝を果たし
ました。来年３月に大阪府で行われる第12回全国選抜大会に四
国代表として出場します。

　女性起業家
スクールは、
女性の感性を
フルに生かし
て、地域に密
着した地道な
ビジネスを育
てようと、産
業情報支援セ
ンターが実施
している事業
です。
　オープニングセミナーでは、講師と卒業生が起業についての
アドバイスなどを分かりやすく講義していました。

　東京都の砂防会館で開催された全国
治水砂防推進大会において、伊藤市長
が防災上、砂防事業のハード・ソフト
の整備が緊急課題であると全国に訴えました。

　石鎚登山ロープウェイから奥
へ約500㍍のところにある大宮
橋が平成17年度選奨土木遺産に、
今回四国で唯一認定されました。
　選奨土木遺産とは幕末から昭
和20年にかけて建造された現存
土木構造物の文化的価値を評価
し、社会へアピールすることな
どを目的に平成12年度に㈳土木
学会で創設されたものです。
　大宮橋は昭和２年に完成した
優美なアーチ橋で、大アーチ・
小アーチ・支柱が連なった美し
い形状が評価されました。

　第32回西条市東予地区老連大運動会が壬生川小学校で開催さ
れ、元気あふれるお年寄りをはじめ、約600人が参加しました。
　運動会には女性消防団員も参加し、「防災クイズ」を行いま
した。女性消防団員は、クイズを通して楽しくわかりやすく、
災害への備えの大切さを呼びかけました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１回西条市少年消
　　　　　　　　　　　　　　　　　　防クラブ大会が、総合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　体育館で開催され、約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　700人が参加しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大町・玉津・飯岡少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　年消防クラブの研究発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表、古川保育園の鼓笛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　演奏、女性消防団員に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　よる紙芝居、消防職員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　によるレクリエーショ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンを通じ、防火意識を
高めるとともに、クラブ間の親睦を深めました。
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　加茂・大保木・市之川地区の活性化と都市部の
人々との交流を図るため実施されている「西条山
のまつり」が加茂公民館で開催されました。当日
は郷土芸能の披露や各種バザーのほか、地域の運
動会と文化祭も併せて行われました。昨年は台風
災害の影響で中止となった山のまつりですが、今
年は絶好の秋晴れに恵まれ、ふだんは静かな山々
に、訪れた人々の歓声が響き渡っていました。

10／30　第５回 西条山のまつり

10／23　チャレンジ・ザ・スポーツ

日ごろの文化活動の成果が発表されました
11
／
�
・
�

秋
季
市
民
芸
術
文
化
祭

◀
丹
原
会
場

▶
西
条
会
場 11／６　東予地区 米まつり・魚まつり

　東予地区米まつり・魚まつりが
東予体育館駐車場で開催されまし
た。会場には市内をはじめとする
愛媛県産のお米と魚などが集結。
新米の試食や
餅つき、新鮮
な魚や加工品
の即売などが
行われ、来場
者を楽しませ
ていました。

11／12・13　西条市産業祭
　第48回西条市産業祭が
西条農業高等学校で開催
されました。今年のメイ
ンテーマは「輪を広げ　
新たに歩む　水の都」。
生徒による学習展やバザ
ーのほか、米まつり食糧
展など、さまざまな展示
即売が行われ、多くの人
で賑わっていました。

　チャレンジ・ザ・スポーツ2005「ウォーキング
の祭典」をひうち陸上競技場と丹原総合公園を発
着点として開催されました。５～20㌔のコースに
約400人が参加し、歴史や文化、美しい景色に触
れ、交流の輪を広げながらウォーキングを満喫し
ました。

11／13　永納山城跡国史跡指定記念シンポジウム10／30　クラシック Ｃａｒニバル in 小松 2005
　永納山城跡の国史跡
指定を記念して、岡山
大学元教授の狩野久氏
など県内外の専門家を
招き、記念講演・パネ
ルディスカッションが
行われました。永納山
城の成り立ちや今後の
保存・調査などについ
ての話に、参加者は耳
を傾けていました。
　現在、東予郷土館では「詳しく知ろう永納山城！」を開催して
います（12月22日まで）。写真パネルや図で永納山城跡の発見か
ら国史跡指定までを紹介しています。ぜひご覧ください。

　秋も深まり、市内各所では
文化祭が開催されました。公
民館などで日ごろから熱心に
練習や制作活動に取り組まれている方々の成果が披露され、訪れた人々はその
すばらしい演技や演奏、出来栄えに芸術・文化の秋を感じているようでした。

　さわやかな秋晴れの下、石鎚山ハイウェイオアシスで名車の祭
典・クラシック Carニバル in 小松 2005が開催されました。多
くの車愛好者が訪れ、県内外から集まった約180台のクラシック
カーに見入っていました。

▲11／５・６　東予地域文化祭

▲

▲11／12・13　小松文化祭
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外国語指導助手
マシュー・
　　　　ラッセルさん

　アーア、祭りも終わりました。夏の暑さが消えて美
しい秋が始まりました。もうすぐ紅葉になります。い
い感じですね。１年のうちで10月は最高ですね。
　おはようございます。マットです。はじめまして。

ほんとうは、マシュー・ラッセルですが、ずっと子どものときからマットと呼ばれています。
だから、マットと呼んでください。
　私は旧西条市のＡＬＴです。もう１年がたちました。アメリカのミネソタ州から来ました。
ミネソタと西条は同じ雰囲気がありますが、ミネソタには超寒い冬がやってきます。
　西条では２つの中学校と４つの小学校で英語を教えています。学校が終わると、剣道とサ
ッカーをしています。サッカーは大町小のＦＣ水都と一緒にしています。もう10年間サッカ
ーをしていますので、コーチをしたいと思いますができません。私は弱すぎます。
　剣道のクラブは西条剣道会です。一生懸命頑張っていますが、なかなかできません。剣道
をしているとき私に会ったら、いっしょに稽古をしてください。その他のときに会ったら、
おしゃべりしましょう。ぜったい良い文化交流になります。よろしくお願いします。

マシューの自己紹介No.8
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中央保健センター　℡0897‒52‒1215　神拝甲324‒2　総合福祉センター内　
東予保健センター　℡0898‒64‒5333　周布606‒1　東予総合福祉センター内
丹原保健センター　℡0898‒68‒7300　丹原町池田1762‒1　丹原総合支所北隣
小松保健センター　℡0898‒72‒6363　小松町新屋敷乙48‒1　小松地域福祉センター内

生活習慣改善学級に参加しませんか？
　健診を受けただけで安心していませんか？
　健診結果を見て、行動を起こすかはあなた次第です。生活習慣改善学級に
参加して、健康づくりの『はじめの一歩』を踏み出してみませんか？
対象　血圧・体重・コレステロール値・
中性脂肪・血糖値などが気になる人
定員　20人程度
参加費　無料
締切　平成18年１月20日㈮
申込先　丹原保健センター

子宮がん・乳がん検診を
受診しませんか

▼小松農村環境改善センター
　12月６日㈫・７日㈬
▼小松保健センター
　12月８日㈭・９日
　㈮・13日㈫・14日
　㈬・15日㈭・16日
　㈮
受付時間　13時～14時
検診費用　無料
対象年齢
　子宮がん：18歳以上の女性
　乳がん：40歳以上の女性
申込先
　小松保健センター（随時受付・要予約）

エイズ夜間電話相談・血液検査を実施します
　毎年12月１日は「世界エイズデー」です。ＨＩＶ感染者・エイズ患者に対

する差別・偏見の解消をめざすとともに、エイズに関する正しい知識の啓発

活動を推進しています。

　愛媛県でも、12月１日から７日は「愛媛エイズ予防週間」と定められてい

ます。西条保健所では、この週間中に、夜間のエイズに関する電話相談・エ

イズ血液検査（無料･匿名）を実施します。迅速検査を導入し、約30分で結

果をお伝えします。

日時　12月１日㈭・２日㈮　17時～20時
場所　西条保健所（喜多川796－1　西条地方局１階）　TEL0897－55－7577

日時 内容
１月26日(木) 13：30～15：30

９：30～13：00
９：30～11：30
９：30～11：30
９：30～11：30

１月30日(月)
２月６日(月)
２月13日(月)
２月20日(月) 仲間をつくるグループワーク

健康体操②　軽めのエクササイズ
健康体操①　ゆっくりした体操
食生活を見直す食生活講座　調理実習・試食
生活習慣改善の必要性や効果などを知る病態講座

▼歩け歩け教室のつどい
　歩け歩け教室は、参加者で話し合って決め
たコースを、月に１回集まってみんなで歩い
ています。
　季節によって、お花見やもみじ狩り、ごみ
を拾いながら歩くクリーンウォークなども行
っています。皆さんも参加して、みんなで歩
いてみませんか。
○小松保健センター
　12月６日㈫　９時30分～
※クリーンウォークをしますので、軍手など
を持ってきてください。
○小松農村環境改善センター
　12月13日㈫　９時30分～
○問合せ　小松保健センター

日時　12月17日㈯　13時～15時（受付：12時30分～）
場所　愛媛県健康増進センター（松山市末広町１－１　県立
中央病院西隣）
申込方法　専用ダイヤルかＥメールでお申込みください。
・専用ダイヤル
　TEL089－998－7117（受付時間：月～土曜日の13時～16時）
・Ｅメール　kenkozosin-cnt@pref.ehime.jp
申込締切　12月10日㈯

内容
▽不妊相談アドバイザーによる不妊治療Ｑ＆Ａ
▽参加者同士のフリートーク（専門医師・助産師・保健師・
不妊カウンセラーもフリートークに参加します）
▽個別相談（希望者のみ　15時～）
▽絵手紙・押し花体験（希望者のみ　15時～）
※２人目不妊の方はご遠慮ください。
※パートナーの方もぜひご参加ください。

　カモミールの会は、不妊で悩む方を対象に、同じ悩みを抱える

人が集まり意見や情報を交換するおしゃべり中心の会です。専門

の相談員がご質問にもお答えします。

　お気軽にご参加ください。～不妊に悩む当事者の会
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※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、あらかじめ中央保健センターへご連絡く
　ださい。

12月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診 21日(水) 13：00～13：30 東予 東予

７日(水) 13：00～13：30 丹原 丹原平成17年８月１日～
９月30日の出生児
平成17年８月１日～
８月31日の出生児22日(木) 13：00～14：30 中央 西条

１歳６カ
月児健診 15日(木) 13：00～14：30 中央 西条

平成16年５月１日～
５月31日の出生児

７日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

８日(木) 13：00～14：30 中央 西条平成14年11月１日～
11月30日の出生児14日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

妊娠・出産・子育ての悩みをご相談ください！
～子育て総合相談窓口

　子育てを一人で悩んでいませんか？
　妊娠・出産のこと、育児や発達のちょ
っとした心配ごとなどを専門スタッフ
（助産師・保育士・保健師・栄養士・家
庭児童相談員など）にご相談ください。
一緒に解決方法を考えていきます。
　また、妊娠中の方や乳幼児を持つ保護

者や家族の方に、気軽におしゃべりしながら情報交換や仲間と交流する機会と場
所を提供しています。特に、母乳育児を考えている方は、ぜひのぞいてみません
か？予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。
※２週間以内に感染症にかかった方または接触された方、治られて間もない方は
ご遠慮ください。
日時　毎週火曜日　10時～15時
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）２階健康指導室
問合せ　中央保健センター

■赤ちゃん健康情報　
◆チェリーくらぶ

　子どもが遊んだり保護者の方が気軽にお

しゃべりできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（８・15・29日を

除く）　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

◆乳幼児相談

12/12㈪　中央保健センター

12/16㈮　小松保健センター	

12/21㈬　丹原保健センター

12/26㈪　東予保健センター

■成人向け健康相談　
◆健康相談

12/１㈭　飯岡公民館

12/２㈮　玉津公民館

12/５㈪　加茂町集会所

12/６㈫　禎瑞クロッケー場

12/９㈮　神戸公民館

12/９㈮　橘公民館

12/14㈬　西条公民館

12/16㈮　大町公民館

12/16㈮　神拝公民館

◆健康栄養相談

12/６㈫　徳田公民館

12/７㈬　中央保健センター

12/９㈮　小松保健センター

12/９㈮　田野公民館

12/13㈫　丹原保健センター

12/15㈭　中川公民館

12/16㈮　東予保健センター

12/28㈬　氷見公民館

■産業保健健康相談
　健康管理や生活習慣病の予防等について

認定産業医が相談に応じます。

○日時　12月22日㈭　13時～15時

○場所　西条商工会議所２階小会議室

○対象　働いている方

○申込み　地域産業保健センタ─（TEL0897

－36－1788）・西条市医師会（TEL0897－

56－2211）

9:30～11:00

9:30～11:00

9:30～11:00

13:30～15:00

10:00～11:30

14:00～15:30

9:30～11:00

13:30～15:30

13:30～15:00

14:00～15:30

13:30～15:00

9:30～11:00

13:30～15:00

13:30～15:00

9:00～11:00

9:00～12:00

13:30～15:00

9:30～11:00

13:30～15:00

9:30～11:00

9:30～11:00

西条市の保健師を名乗る
悪質な訪問販売にご注意ください

　最近、「西条市の保健師です」と名乗って高額な矯正下着を販売する、悪質な
訪問販売業者が市内で出没しています。特に産後間もない方が狙われています。
　市が訪問販売をしたり、業者を派遣したりすることは一切行っていません！
　訪問販売の場合、契約の書面を受け取った日から８日間以内であれば、無条件
にクーリングオフ（契約解除）できます。悪質な訪問販売でお悩みの方は、西条
地方局のくらしの窓口、または市役所の市民相談課へご相談ください。
問合せ
○くらしの窓口（西条地方局）　TEL0897－56－3700
○市庁舎本館　市民相談課市民活動支援係　TEL0897－56－5151内線2465
○中央保健センター　健康増進課健康推進係　TEL0897－52－1215

献血にご協力を！献血にご協力を！
私たちの体を流れる血液は、命を支えるとても大切なものです。
あなたの献血により、事故や病気で輸血が必要な人の生命を救う
ことができます。ぜひ、献血にご協力ください。
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○12月13日㈫　13時～17時　東予農村環境改善センター

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

○12月13日㈫　13時～17時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線230

○12月15日㈭　13時～17時　橘公民館

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○毎週月・水・金曜日（23日・28日・30日を除く）　９時～16時

　松山地方法務局西条支局

　問合せ　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■行政相談
○12月6日㈫・１月10日㈫　13時～15時

　東予総合支所第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

○12月12日㈪　13時～16時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○12月13日㈫　９時～12時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線230

○12月15日㈭　13時～16時　　小松公民館

　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線212

■法律相談　事前に予約が必要。（予約受付は12月１日～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）

○12月14日㈬・28日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○12月21日㈬　13時～17時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）

　月～金曜日（23日・28日～30日を除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

　月・金曜日（23日・30日を除く）　９時～12時

○丹原福祉センター　毎週火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　毎週水曜日（28日を除く）13時～16時

　主催　社会福祉協議会

■司法書士法律無料相談
　12月13日㈫　10時～12時　丹原公民館

■消費生活相談
　月～金曜日　９時～16時

　○西条地方局くらしの窓口　直通電話番号：TEL0897－56－3700

　○各地方局・県生活センター　共通電話番号：TEL0570－700－370

■子育て相談
◆医療カウンセラーによる専門的相談
　毎週土・日曜日、祝日　10時～16時

　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」TEL0897－55－1018

※平日は、次の地域子育て支援センターでも子育て不安等に対す

る相談を行っています。

　○ひだまり　　総合福祉センター内　TEL0897－55－1018

　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　TEL0897－55－2311

　○らっこ・はうす　東予南保育所内　TEL0898－64－3074

　○たんぽぽクラブ　小松東保育所内　TEL0898－72－2538

■青少年電話相談
ヤングテレホン

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－56－4976（西条警察署）　TEL0898－65－4976（西条西警察署）

ヤングホットライン

　TEL089－945－4115（松山教育事務所）　月～金曜日　９時～18時

■社会保険相談
　12 月８日㈭　10 時～ 16 時　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　市庁舎本館商工振興課　TEL0897－56－5151内線2547

■社会保険出張相談
　○12月13日㈫・26日㈪　10時～15時30分　西条商工会議所

　○12月15日㈭　10時～15時30分　東予市商工会議所

　問合せ　新居浜社会保険事務所　TEL0897－35－1300

■交通事故相談　事前予約が必要
　一般相談：月～金曜日　９時～16時　弁護士相談：12月19日㈪

　場所　西条地方局４階　TEL0897－56－1300内線251

■土地建物取引相談
　12月８日㈭　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　宅建協会西条支部　TEL0897－55－0988

■土地建物取引相談、住宅に関する無料相談
　12月12日㈪　13時～15時　東予市商工会議所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、東予市商工会議所

■お酒の悩み相談
　12月28日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室

　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　12月7日㈬　10時～15時　市庁舎本館101会議室

　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　TEL0897－56－5151内線2326

◆「人権問題に関する総合12時間電話相談」
日時　12月９日㈮　９時～21時

電話番号　フリーダイヤル　０１２０―０２５―５５０

相談内容　差別待遇、暴行・虐待、いじめ、プライバシーの侵

害等、家庭及び近隣関係等人権問題全般（予約不要・無料・

秘密厳守）

相談担当者
　人権擁護委員（弁護士資格を有する者含む）、法務局職員

主催　松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会

◆交通事故に関するご相談は、自動車保険請求相談センターへ
　自動車保険請求相談センターは、社団法人日本損害保険協会

が全国に設置している相談機関です。交通事故に関することで

あれば、相談員が電話・面談などで相談にあたります。弁護士

相談を希望する場合は、電話で予約してください。相談は無料

ですので、お気軽にご相談ください。

問合せ　〒790－0003　松山市三番町４－12－7 三井住友海上

松山三番町ビル３階　松山自動車保険請求相談センター

　TEL089－945－2335
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　今年も残すところあと１カ月と
なりました。毎日寒い日が続きま
すね。家ではやっとコタツを出し
たので、仕事から帰ると真っ先に
コタツの中へ潜り込んでいます。
この行動は子どものときからの習
慣で、コタツを発明した人は偉い
なあと、つくづく思います。
　来年の干支は戌（いぬ）です。私
も犬を見習って、寒さに負けず元
気に過ごしたいのですが、三十路
になった今も、コタツから離れら
れない毎日なのでした…。　（ト）

▼ 人口のうごき
人 口	 116,427人	（＋　1人）
男	 	55,748人	（＋24人）
女	 60,679人	（－23人）
世 帯	 46,170世帯	（＋69世帯）

平成17年10月末日現在
住民基本台帳登録数

▼ テレホンサービス
■市政だより
　0897－53－1500（常時）
■当番病医院
　0897－58－2200（常時）
■災害情報
　0897－55－5551（発生時）
■民話テレホン
　0897－52－1270

▼ 編 集 後 記
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R11

R196

史跡近藤篤山旧邸
小松公民館●

●
小松総合支所

※当直病医院は変更する場合がありますので、受診をされるかたは各病医院もしくはテレホンサービスで確認をしてください。
　夜間当番病医院は、  でお知らせしています。

月/日 区分 当直病医院名（市外局番０８９７） 当直病医院名（市外局番０８９８）

12/４
内科 篠原内科外科耳鼻科 井上医院（大町） （壬生川）

外科 佐藤クリニック そのべ医院（氷見乙） （壬生川）

12/11
内科 西条中央病院 伊藤医院（朔日市） （三津屋南）

外科 加藤クリニック くしべ整形外科（大町） （丹原町池田）

12/18
内科 村上記念病院 村上内科皮膚科（大町） （小松町妙口）

外科 西条中央病院 弓山外科（朔日市） （三津屋）

12/23

12/25

12/31

内科 星加小児科内科ファミリークリニック まつうら小児科（大町） （周布）

外科 済生会西条病院 佐伯産婦人科（朔日市） （北条）

℡56－3521

℡57－8200

℡56－0300

℡55－5036

℡56－2300

℡56－0300

℡55－3105

℡55－5100

℡64－2433

℡64－0660

℡64－2384

℡76－7555

℡72－2436

℡64－3182

℡64－0460

℡64－1166

内科 まなべ病院 周桑同仁病院（氷見丙） （丹原町今井）

外科 村上記念病院 奥田外科（大町） （三津屋南）

℡57－7011

℡56－2300

℡68－7233

℡64－3331

内科 済生会西条病院 中村内科胃腸科（朔日市） （丹原町丹原）

外科 済生会西条病院 あおの循環器科（朔日市） （丹原町今井）

℡55－5100

℡55－5100

℡68－4976

℡68－3300
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全席指定 Ｓ席：4,000円
Ａ席：3,500円 Ｂ席：3,000円
※Ｓ席のチケット残りわずか！

3/19 日'06

土

　出演を予定しておりま
した「林家いっ平」が、
都合により出演できなく
なりました。
　代わって「三笑亭夢之
助」が相勤めます。

いよいよ公演迫る！

お知らせ 12/25 日 ９時30分開演
総合文化会館大ホール

12/10　・11土

９時30分開演

丹原文化会館大ホール

　総合文化会館で入場整理券
をお渡ししています。

総合文化会館大ホール
14時30分開演

指揮　西本智実
12月18日㈰ チケット発売開始

写真／ビクターエンタテインメント

Ｓ席：5,500円 Ａ席：5,000円
 Ｂ席：4,500円
※小・中・高校生は一律2,500円

日

※10日の開演時間は変更する場合があります。

総合文化会館　℡0897-53-5500
丹原文化会館　℡0898-68-3555

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

【12月と年始の休館日】 毎週月曜日、20日㈫、27日㈫、29日㈭～１月３日㈫ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【12月と年始の休館日】 毎週月曜日、27日㈫、29日㈭～１月３日㈫ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

13：30 大ホール14：00 西条市・市教育委員会
℡0897－56－5151　生涯学習課４12 日 第３回西条市文化公演　草野満代講演会 500円

12：30 大ホール13：00 市教育委員会・市小学校音楽部会
℡0897－56－5151　学校教育課６ 火 小学校音楽フェスティバル　（西条地区） 無　料

13：30 大ホール14：00 西条市
℡0897－53－5500　総合文化会館10 土 林家こぶ平改メ　九代林家正蔵襲名披露

特選落語名人会

18：00 小ホール19：00 ひょっとこ料理店
℡0897－56－6677　小寺14 水 チャリティー落語会 無　料

 8：50 小ホール 9：00 みどり保育園　℡0897－55－278017 土 みどり保育園生活発表会 無　料

 8：30

 9：00

大ホール 9：00 神拝保育園　℡0897－55－305223 金 神拝保育園発表会 無　料

大ホール 9：30 西条市
℡0897－53－5500　総合文化会館25 日 ピアノを使った

“さいじょう”市民リレーコンサート 無　料

 9：0023
24
金
土

土
日

吹奏楽クリニック  9：20 丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

参加費必要

12 18：00 大ホール３ 土 夏川りみ　Concert Tour 2005
ココロツタエ 18：30

 9：00 大ホール

大ホール

10
11 ピアノマラソン ～サンタからの贈り物～  9：30 無　料

 9：15 小ホール18 日 ヤマハ英語教室発表会  9：30 望月楽器㈱　℡0898ー64－2290無　料

12：30 大ホール25 日 ピアノ発表会 13：00 越智・羽藤・河村無　料

Ｓ席 4000円
Ａ席 3500円
Ｂ席 3000円

立見券のみ
4500円

▼ 総 合 文 化 会 館

▼ 丹 原 文 化 会 館
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